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（午前 ９時０２分 再開） 

 

○南川則之委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、予算決算常任委員会を再開します。 

  ３日目になりますが、委員の皆さん、本日も進行にご協力ください。 

  本日は観光商工課の決算成果の審査から始めます。 

  担当課の説明を求めます。 

  観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 観光商工課、髙浪です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  令和５年度観光商工課決算についてご説明いたします。 

  まず、決算に当たり、さきにお渡ししております資料のご確認をお願いいたします。 

  資料は２種類ございます。 

  一つ目は、令和５年度観光振興基金繰入金対象事業内訳表でございます。 

  いわゆる入湯税を財源として実施した事業の一覧となります。 

  令和５年度においては、観光基本計画進捗管理やアフターコロナを見据えた観光誘客事業、キャッシュレス

決済推進事業など、合計９,２０８万６,０００円を財源として活用しております。合計額は３ページ目に示し

てございます。 

  二つ目は、写真で振り返る令和５年度観光商工課の主な事業といたしました。 

  決算成果説明書には写真等を入れておりませんので、こちらの資料と照らし合わせていただくことで、実施

した事業を見ていただくことができます。これからご説明させていただく折に、こちらの資料のページ数も併

せて申し上げます。 

  ただ、私の説明とこの資料の順番が同じになっておらず、資料をめくっていただく際にあちこちしてしまい

ます。配慮が足らず大変申し訳ございませんが、その点どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、決算成果説明書は２１２ページからとなります。よろしくお願いいたします。 

  令和５年度は「コロナ禍からの経済回復及び持続可能で高付加価値な観光地づくり」をテーマとし、喫緊の

課題である人手不足対策や域内循環の促進を図るための予算編成を行い、かつ観光商工課内で地域内経済循環

について独自で勉強会を行い、意識を高め、取り組んでまいりました。 

  まず、四つの視点で総括をいたします。 

  新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が終了として、昨年度は長く続いた新型コロナ感染症に関する緊急

事態宣言終了が発表されたことで、観光産業の活気が戻った１年となりました。 

  二つ目は、宿泊客誘致や商業活性化を目的とした経済対策の加速化で、アフターコロナ対策として宿泊及び

域内消費を目的としたキャンペーン、第３弾となるキャッシュレスキャンペーンの実施、また、三重県による

宿泊キャンペーンの実施もされ、順調なスタートを切ったところです。 

  三つ目として、世界に通用する高付加価値な観光地づくりとして、令和４年度に引き続き観光庁の地域一体

となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業の採択を受け、景観を損ねる廃屋撤去や施設改修が大き
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く進みました。 

  また、伊勢、鳥羽、志摩が地方における高付加価値なインバウンド観光地のモデル地域となったことから、

地域が一体となったインバウンド事業を進め、令和５年１０月には伊勢市、鳥羽市、志摩市の市長らによるト

ップセールスが実現しました。 

  四つ目として、鳥羽の経済を取巻く課題「海の環境保全・活用」と「雇用対策」として、鳥羽の産業の要で

ある海のモニタリング結果をまとめた「鳥羽市海のレッドデータブック」を制作し、販売を開始しました。こ

れをきっかけとして、海の環境に対する関心度を高め、保全活用による水産振興、漁業振興、観光振興を目指

してまいります。 

  また、喫緊の課題である人手不足への対応として、マッチング事業や職場環境向上セミナーなど、様々な雇

用対策に取り組みました。 

  次に、新たに実施した事業として、幾つかご説明いたします。 

  人気キャラクターを活かした誘客促進事業で、ポケモンキャラクターの「ミジュマル」をデザインしたバス

停を市内へ設置し、ミジュマルバス運行、ミジュマルデザインのバス周遊券販売とともに誘客と周遊促進を図

りました。 

  鳥羽うみ文化と公共交通を生かした拠点と賑わいづくり事業で、公共交通機関や大学と連携し、地域や海に

関する書籍を配置した鳥羽うみライブラリーを市内５か所に設置しました。 

  産業連携・ＳＤＧｓ教育モニターツアー事業で、企業版ふるさと納税を活用し、子供たちを対象としたＳＤ

Ｇｓを学び、体験できるツアーを実施しました。 

  ２１３ページを御覧ください。 

  海外情報発信事業で、伊勢・鳥羽・志摩合同でフランスへの市長らによるトップセールスを実施しました。

また、南フランスの海洋フェスティバルに出展し、海女文化など鳥羽の魅力を発信しました。 

  地域のしごと魅力発信事業で、人手不足対策の一つとして、長期就労、離職率低下を目指した職場環境向上

やスキルアップのためのセミナーを開催しました。 

  起業育成支援事業で、起業するために必要な知識習得を支援するため、起業家育成セミナーを開催し、かつ

セミナー受講者を対象に交流会を開催し、つながりづくり等を支援しました。 

  これら新規事業の幾つかにつきましては、後ほど各事業の中で詳しくご説明いたします。 

  次に、予算を伴わない事業として、二つ目です。 

  総務課防災危機管理室が中心となり、鳥羽旅館事業協同組合と災害時における宿泊施設等の提供に係る協定

を締結しました。災害時等において宿泊や入浴、食事の提供などに関することについて協定を締結し、観光地

の防災対策に取り組みました。 

  鳥羽みやげ新商品開発プロジェクトで、地域資源を活用したお土産の商品開発を支援しました。 

  鳥羽市２０歳（ハタチ）の会にて就労状況に関する意識調査を実施、鳥羽市２０歳（ハタチ）の会に参加し

た若者に対して、雇用対策等の参考にするためアンケートを実施しました。アンケート回答者には観光情報や

就労、雇用に関する情報提供を行いました。 

  それでは、各事業についてご説明いたします。 
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  同じページ、一番下の段です。 

  財産管理費で、予算額１億１,１８０万円、決算額１億１,１５８万７,０００円となりました。 

  ２１４ページ上段を御覧ください。 

  観光振興事業では、徴収した入湯税を鳥羽市観光振興基金に積み立てました。積立額は令和４年度対比

１０７％となっており、コロナ前の水準に戻りつつあります。 

  次の観光総務費では、予算額８,００１万３,０００円、決算額７,９３５万３,０００円となりました。 

  観光一般管理経費では、予算額６,７５５万３,０００円、決算額６,６９９万５,０００円で、令和３年度か

ら引き続きフランス人の国際交流員を任用し、海外におけるセールスプロモーション、鳥羽の取材等を行う海

外マスメディア等各種取材調整と対応に幅広く活動しました。鳥羽市観光統計については、一覧のとおりコロ

ナ禍を経て回復傾向にあります。 

  ２１６ページを御覧ください。 

  ２１６ページ中段を御覧ください。 

  観光振興費で、予算額１億９,７０３万２,０００円、決算額１億８,４９４万６,０００円となりました。 

  観光振興推進事業では、予算額７,８００万８,０００円、決算額７,２７０万９,０００円で、鳥羽市観光協

会を中心とした各種観光関係団体との連携による観光振興に取り組みました。 

  ２１７ページを御覧ください。 

  人気キャラクターを活かした誘客促進事業では、ミジュマルのバス停を市内９か所に設置し、三重県ととも

にお披露目イベントを開催し、多くの来場者及びＳＮＳで大きな情報発信につながりました。 

  写真の資料は１ページ目です。 

  鳥羽駅に設置しましたバス停、お披露目の様子、バス周遊券を示してございます。 

  鳥羽市ではポケモンキャラクター「ミジュマル」を活用したミジュマルバス、バス周遊券、バス停、お土産

品などがあり、さらに今年度はミジュマルの市営定期船「はばたき」が就航したところです。旧ツイッター、

エックスでは、鳥羽市はミジュマル推しのまちだと言われるなど話題性が高く、引き続き情報発信等に努めま

す。 

  次に、アフターコロナを見据えた観光誘客及び周遊促進事業では、ＯＴＡサイト「るるぶトラベル」、ＪＴ

Ｂ窓口及びサイトにて、１人当たり最大３,０００円引きの宿泊クーポンの発行と市内の土産物店や飲食店で

使用可能なとば旅おとクーポンの発行を行いました。 

  写真の資料は２ページでございます。 

  キャンペーンのＰＲ情報になります。 

  宿泊商品の販売額としては７,２１０万３,０００円、とば旅おとクーポンの使用率は９５.５％となり、観

光消費につながりました。 

  ２１８ページを御覧ください。 

  伊勢志摩学生団体誘致委員会へ負担金を支出し、伊勢志摩への修学旅行等の誘致活動を行いました。令和

２年度コロナ禍以降、近隣の新規来訪校が増加傾向にありましたが、行動制限の緩和に伴い、その多くが従来

の来訪地へ修学旅行先を戻したことから、入り込み数は減少しています。修学旅行を含めた学生団体の旅行に
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ついては、近年、需要が高いＳＤＧｓを実践的に学べる地域であることを発信し、誘致に努めていく必要があ

ります。 

  ２１９ページを御覧ください。 

  伊勢志摩フィルムコミッション事業で、伊勢志摩地域への映画、テレビ番組等の誘致を行っている伊勢志摩

観光コンベンション機構へ負担金を支出しました。伊勢志摩フィルムコミッション事業の支援により、ドラマ

「下剋上球児」が放映されました。 

  写真の資料は９ページになります。 

  浦村町を中心に、桃取町や鳥羽マリンターミナルで多くの撮影が行われました。また、三重テラスや市内観

光施設において、ドラマのパネル展やノベルティグッズの販売などを行い、観光誘客につながりました。 

  写真の資料９ページの右側が、市内観光施設でのパネル展の様子でございます。 

  次に、下のほうです。 

  補助金で、鳥羽市観光協会観光振興事業で、鳥羽市観光協会が実施する観光振興事業へ支援を行いました。 

  ２２２ページを御覧ください。２２２ページでございます。 

  鳥羽市観光駐車場対策事業で、予算額、決算額とも４６万２,０００円となりました。 

  写真の資料は１１ページになります。 

  観光繁忙期における市内渋滞緩和による観光客の利便性、満足度向上と市民の生活道路の確保を目的として、

ゴールデンウイーク、お盆、年始に臨時駐車場を開設しています。利用される観光客の方には好評となってい

るものの、送迎のための遊覧船については、遊覧船事業者の減少によりその確保が困難になってきており、か

つ天気に左右されることもあり、令和５年度のお盆期間中はバスによる送迎を試みました。 

  いずれにしても、昨今は交通渋滞時における自動車内での過ごし方が変化しているためか、臨時駐車場の利

用者が減少している傾向が見られ、今後の在り方について関係者と協議をしているところでございます。 

  ２２４ページを御覧ください。 

  鳥羽うみ文化推進事業で、予算額５３２万６,０００円、決算額４８２万５,０００円となりました。鳥羽う

み文化と公共交通を活かした拠点と賑わいづくり事業で、公共交通機関、建築や観光まちづくりを専門とする

大学などと連携した拠点づくりとして、一覧表のとおり市内５か所に鳥羽うみライブラリーを設置しました。 

  写真の資料は３ページ、上の写真二つになります。 

  鳥羽の歴史文化や海に関する書籍を約７００冊整備し、配置をしております。市民や観光客、誰でも利用可

能な図書スペースとなっており、今後も書籍を増やしていく計画をしており、継続して運営を行ってまいりま

す。 

  ２２５ページをご覧ください。 

  芸術を活かした観光振興事業で、アーティストによるワークショップの開催や展示会のほか、アーティスト

が手がけた作品を海外セールス時に持参し、日本や鳥羽の魅力を伝えました。 

  写真の資料は１２ページ、１３ページになります。 

  写真の資料１２ページ左側は、鳥羽市出身のアーティスト、おおたはるかさんが描いた海藻をプリントした

風呂敷、スカーフなどにも活用できるもの、右側は、のし袋で使われている水引で制作したエッフェル塔を作



－7－ 

成し、日本とフランスの交流の思いを込めたものでございます。 

  １３ページは、鳥羽クラフト展で開催をしたワークショップの様子でございます。 

  ２２６ページをご覧ください。 

  多様な旅行者の受入推進事業で、予算額３,５１７万５,０００円、決算額３,１９３万５,０００円となりま

した。海外プロモーション、クルーズ船誘致、バリアフリー観光推進、大学ゼミ合宿支援、広告宣伝戦略強化

など、多角的な取組を通して、国内外から多様な観光客誘致と地域活性化に向けた事業を展開しました。 

  鳥羽市インバウンド対策事業では、鳥羽商工会議所へ委託をし、インバウンド受入れに関する様々な事業を

行いました。 

  一つ目は、ブランド戦略構築事業では、Ｄｉｖｅ ｉｎｔｏ Ｔｏｂａというサイト及びインスタグラムに

て海外に向けた鳥羽の紹介をしています。また、インバウンド専任外国人職員を雇用し、オンライン商談会へ

の参加やファムトリップの受入れを行いました。 

  ２２７ページをご覧ください。 

  海外情報発信事業で、鳥羽市観光協会へ委託をし、フランスへのセールス活動を行いました。 

  写真の資料は４ページ、５ページ、１４ページ、１５ページにわたります。 

  伊勢志摩観光コンベンション機構による伊勢市、鳥羽市、志摩市の市長らによるトップセールスとともに、

パリ市内の旅行会社へのセールスと現役海女によるソルボンヌ大学及びイオネスコ高校の学生・生徒に向けた

海女文化の講義を行いました。また、在仏日本大使公邸における伊勢志摩地域ＰＲレセプションでも、現役海

女による講演会を行い、大きな反響がありました。その中で、南フランスのセット市長より海洋フェスティバ

ルへの参加依頼状を受け取り、令和６年３月には南フランスにおいて海の祭典「エスカル・ア・セット」へ出

展し、海女文化はもちろん鳥羽市における海藻研究や旅館女将らによる日本の文化の紹介などを行いました。 

  ２２８ページをご覧ください。 

  真ん中の段です。 

  高付加価値インバウンド推進事業で、伊勢志摩地域が地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり

モデル観光地に選ばれたことを受け、伊勢志摩観光コンベンション機構へ負担金を支出し、高付加価値インバ

ウンド事業を展開しています。伊勢市、鳥羽市、志摩市が一体となって、フランスへのセールスやＳＤＧｓに

取り組む世界の富裕層らの集まりであるグローバルサステナビリティネットワークを誘致し、伊勢志摩の魅力

を発信しました。 

  下の段になります。 

  鳥羽港クルーズ船誘致受入協議会事業で、鳥羽港への大型クルーズ船誘致を行い、観光案内などによる周遊

促進を図りました。 

  写真の資料は１６ページになります。 

  １６ページの写真の右側の写真は、ダイアモンドプリンセス寄港時のフリータクシー乗り場の写真になって

います。手前に右側のほうに青いビブスをつけている人たちが写っておりますが、こちらは高校生ボランティ

アになります。高校生たちが自らの語学力を試す実践にもなり、積極的に海外からのお客様にガイドをしてい

る様子でございます。 
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  また、四日市港客船誘致協議会や三重県クルーズ振興連携協議会と協働で、クルーズ船を扱う旅行会社のフ

ァムトリップを行いました。 

  ２２９ページをご覧ください。 

  上の段の一覧表は、令和４年度及び令和５年度における大型クルーズ船寄港の実績となっています。令和

５年においては、クルーズ船寄港１０回のうち外国船が４回、下船客数は約６,４００人となっています。 

  外国船の対応に当たっては、規模も大きく一度の下船者数が２,０００人から３,０００人であり、そのほと

んどが外国人であるため、対応に多くのスタッフが必要となります。来年度では２０回ほどのクルーズ船の寄

港が予定をされており、年々増加傾向にあります。クルーズ対応においては、下船客の満足度維持とさらなる

周遊促進を図るためのスタッフの確保及び業務の効率化が課題となっています。 

  ２３０ページをご覧ください。 

  真ん中の辺りです。 

  大学ゼミ合宿支援事業及び地域課題解決調査研究事業で、鳥羽をフィールドとして地域の魅力や地域課題に

触れ、課題解決の研究を行う大学ゼミ合宿や、地域研究を行う大学生や研究者に対して支援を行いました。 

  令和５年度の述べ補助件数は、９つの大学、延べ人数は９５人となっています。大学生や研究者が選択した

地域研究は海女文化や漁業、離島におけるコミュニティーなどでございました。 

  ２３１ページをご覧ください。 

  漁業と観光の連携事業で、本市の基幹産業である漁業と観光の連携により、様々な事業を通して魅力づくり

や異業種間の連携を深めました。鳥羽市海のレッドデータブック制作及び販売管理業務として、海のモニタリ

ングによって集積したデータを「鳥羽市海のレッドデータブック」としてまとめ、冊子として販売を開始しま

した。 

  写真の資料は１８ページでございます。 

  当地の新聞記事となっております。 

  海のレッドデータブック関連の事業は、令和６年度以降、今年度以降もさらなる波及を生んでおり、先週、

沖縄で開催された生物多様性等に関する国際会議において、海のレッドデータブックに関する発表をしてまい

りました。これらをきっかけに、さらに鳥羽市の高付加価値化につなげてまいりたいと思います。 

  鳥羽市漁業と観光の連携促進事業で、漁業者の所得向上構築事業や鳥羽さかなブランド化事業など、漁業者、

観光事業者、行政が一体となって取り組みました。鳥羽さかなブランド化事業では、高い評価をいただいてい

るトロさわらについて、ブランド化前の平均単価と比較して３.３倍に上昇し、漁業者の所得向上につながっ

ています。また、ブランド認定漁業者登録は１５３件、トロさわら正規取扱店は２６施設となりました。 

  ２３３ページをご覧ください。 

  鳥羽らしさを感じる景観整備事業で、予算額１１２万３,０００円、決算額１０９万１,０００円となりまし

た。鳥羽市内に設置している劣化の激しい案内サインなどの修繕を行いました。 

  中段です。 

  離島の魅力創出事業で、予算額、決算額とも２９９万８,０００円となりました。島の旅社へ委託をしてい

る若年層をターゲットとした新たな島たび構築事業では、ガイド育成事業やツアー実施のほか、フォトグラフ
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ァーによる離島の魅力を伝える特集記事掲載などを行いました。 

  写真の資料は２０ページとなります。 

  島での体験メニューとして、わかめクルージングや島内サイクリングを造成しましたが、実施日が悪天候で

あったため、島内クルージングと塩蔵ワカメ作り体験を実施しています。そのほか路地裏散策、海女小屋体験

等の商品づくりを行い、販売をしております。 

  ２３４ページをご覧ください。 

  宿泊（観光）産業活性化事業で、予算額５,１６１万４,０００円、決算額５,０２４万８,０００円となりま

した。鉱泉源を生かした観光振興として鳥羽温泉郷の魅力を伝え、誘客促進を図る鳥羽市温泉振興会への支援

や市内旅館組合などが実施する宿泊誘客事業への支援を行いました。 

  続きまして、同ページ一番下の段、商工部門についてご説明をいたします。 

  商工総務費で、予算額１,９５２万円、決算額１,９３９万８,０００円となりました。 

  ２３５ページをご覧ください。 

  商工振興費で、予算額５,８８５万５,０００円、決算額５,５２５万１,０００円でございます。 

  ２３６ページをご覧ください。 

  商業活性化事業で、予算額３,１２４万５,０００円、決算額３,１１９万６,０００円となりました。１０月

８日を鳥羽の日として、一般社団法人日本記念日協会へ記念日登録を行いました。また、１０月には市内事業

所でキャッシュレス決済がされた際、ポイント還元率１０.８％に割増しをしてポイントを付与するとば○得キ

ャンペーン第３弾を実施しました。 

  写真の資料は２１ページ上段の写真になります。 

  令和４年度にも実施した第１弾、第２弾のキャンペーンより還元率は低かったものの、それらと比較しても

最も効果が高かったキャッシュレス決済事業者では、決済額２.７倍、決済回数で約２倍、利用数で約１.５倍

となるなど、消費喚起による経済の活性化に大きな効果が見られました。あわせて、スマホ教室を７教室、

１１講座開催し、延べ５３人の方が参加をいたしました。２１ページ上段の右側の写真がそのときの様子でご

ざいます。 

  第１弾から第３弾までの実績を一覧表でお示ししました。 

  第３弾のキャンペーンによる経済波及額は、３億４,０００万円ほどとなりました。 

  ２３７ページをご覧ください。 

  中段です。 

  地域資源活用促進事業で、予算額２１６万６,０００円、決算額１２９万８,０００円となりました。鳥羽市

の地域資源を活用した市商品開発やブラッシュアップ、販路拡大に資する事業に対し、市内製造事業者等を支

援いたしました。 

  写真の資料は８ページになります。 

  独立行政法人中小企業基盤整備機構と連携し、地域資源を活用したお土産の商品開発を支援する鳥羽みやげ

新商品開発プロジェクトを実施し、セミナーの開催や中小企業診断士、バイヤーの経験があるアドバイザーに

よる個別アドバイス会を開催いたしました。 
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  ８ページの写真、上段は鳥羽みやげ新商品開発プロジェクトのセミナーと個別アドバイス会の様子になって

います。その下の段については、アドバイスを受けて完成した鳥羽土産について、今年の７月にお披露目会を

したときの様子になっております。 

  次に、２３９ページをご覧ください。 

  ２３９ページの中事業三つ目になります。 

  地域のしごと魅力発信事業で、予算額８０３万６,０００円、決算額７５６万８,０００円となりました。 

  写真の資料は２１ページ下段から２２ページにかけてでございます。 

  四つの事業をご説明いたします。 

  まず一つ目は、市内企業を実際に見学する職場見学ツアーを２回実施いたしました。県内の高校生や大学生、

保護者や学校の教諭ら延べ３５人が参加をし、１人の新規就労につながりました。 

  写真の資料２１ページ下段の写真２枚がそのときの様子でございます。 

  二つ目が鳥羽しごとガイダンスとして、市内企業５社による鳥羽高校２年生３９人への仕事や働くことの魅

力を伝える説明会を開催しました。 

  写真の資料は２２ページの上段の写真になります。 

  三つ目が観光業就労促進事業として、市内宿泊施設５社の人事担当者等へヒアリングによる業務分解を行い、

従業員の業務負荷軽減や人手不足解消のための多様な働き方としてプチ勤務の求人を構築しました。 

  四つ目は、令和５年度からの新規事業として、人手不足対策で必要なマッチング事業と併せ、職場環境の向

上に向けた事業として、経営者、人事管理者、従業員を対象としたセミナーを実施しました。 

  写真の資料は６ページに戻ります。６ページの上段２枚の写真になります。 

  まず、経営者、人事管理者向けに、採用・離職防止の第一歩「従業員の活躍」を考えるセミナー、従業員向

けには、なりたい自分を探す「将来の自分を考える」セミナーをそれぞれ開催し、他業種からの企業から合計

３１人が参加し、セミナー後には積極的な交流がされておりました。 

  ２４０ページをご覧ください。 

  鳥羽市無料職業紹介所の運営を行いました。令和５年度における相談件数は３６６件、求職人数は延べ

６７人となり、相談件数は無料職業紹介所開設時から年々増加しています。 

  仕事を探す場合、伊勢市にあるハローワークの活用に加え、近年ではアプリを使用することが多くなってい

るものの、シニア世代にとっては鳥羽市内において対面で相談できる利点があり、その存在意義は大きいもの

と考えております。広報とば等でさらに周知をし、就労につながるよう努めます。 

  資料は２２ページ、最後のページに、広報とばで２か月間、昨年、無料職業紹介所の記事を掲載しました。 

  次に、高齢者就業機会拡大事業で、予算額、決算額とも７３３万円となりました。働く意欲を持った高齢者

が能力や経験を生かして就業の機会を確保するため、鳥羽市シルバー人材センターの運営に対して助成を行い

ました。また、新たな仕事の開拓のため、宿泊施設での職場見学への支援や会員の方と市長との意見交換会を

実施しています。 

  ２４１ページをご覧ください。 

  真ん中の段でございます。 
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  起業育成支援事業で、予算額６０万６,０００円、決算額４２万円となりました。起業に意欲のある方や起

業して間もない方を対象に、経営、財務、人材育成、販路開拓など起業するために必要な知識習得を目的とし

た起業家育成セミナーを開催しました。平日の夜の連続セミナーではあるものの、参加者は熱心にセミナーを

受講されました。また、これまでセミナーを受講された方を対象に交流会を開催し、つながりづくりに努めま

した。 

  以上、観光商工課の説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  ページを指定します。 

  まず、２１２ページの総括から２１６ページ上段の観光コンベンション機構までの範囲でご質疑はございま

せんか。２１６ページの上段までです。 

  世古雅人委員。ページ数言ってください。 

○世古雅人委員 ２１３ページ、予算を伴わない事業ですけれども、鳥羽旅館事業協同組合と災害協定結んだと

いうことで、すごくいいことやなと思います。鳥羽市は観光客が非常に多く、こういうような書類なんかでし

っかりと協定結んであると、災害時の有事の際にきちっと動いてもらえるのかなと思いますので、このことは

すごく評価したいと思います。 

  それと、今後、協定を結んだら防災危機管理課とほかの課とも連携しながら、訓練等とか課題等に取り組ん

でもらえれば一層いいのかなと思います。この協定だけでなく、後をつないでいくことが大切かなと思います

ので、その辺をまたお願いしたいな、つなげてほしいなというところを他の課と連携をお願いします。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 ありがとうございます。 

  今おっしゃっていただきました協定に関しては、総務課の防災危機管理室が中心となって、私どもも一緒に

なって協定まで締結できたというところでございます。力としては総務課の力でございます。次につなげたい

ということもありますので、次への開拓も一緒に相談をしているところです。 

  また、先ほど言われました防災訓練等も、特に海水浴場で一緒にさせていただいていることもありますが、

引き続き防災担当者と一緒になって観光地の防災対策、進めていきたいと思います。ありがとうございます。 

○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 謙虚な答弁いただきましたけれども、やはり観光課の協力があって観光事業者を動かせるとい

うのが、私はすごく重要なところやったかなと思います。確かに防災危機管理もそういったところが重要やと

いうことで動いていると思いますけれども、今後本当にその辺をよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

  尾﨑委員。ページ数言ってください。 

○尾﨑 幹委員 ２１４…… 

（「すみません、ちょっと関連して」の声あり） 

○南川則之委員長 関連ですか。 
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  坂倉委員、関連で。 

○坂倉広子委員 すみません。 

○南川則之委員長 予算を伴わない事業ということですね。 

○坂倉広子委員 はい。 

  この災害事業等における宿泊施設の協定なんですけれども、ホテル、旅館、いろいろあるかと思うんですけ

れども、何施設されているかというのは分かりますか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 すみません、今、何施設という資料を持ち合わせございませんで、また後ほどお答えさせ

ていただきます。 

○坂倉広子委員 また大事なことですので、どうぞよろしく…… 

○南川則之委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 引き続きよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「まだ予算を伴わないところでいいですか」の声あり） 

○南川則之委員長 予算を伴わないところ、まだあるんですか。 

（「まだあります」の声あり） 

○南川則之委員長 世古雅人委員、続けてください。 

○世古雅人委員 一番下段の鳥羽市の２０歳（ハタチ）の会ですか。就労意識調査を行ったということなんです

けれども、ここでデータを雇用対策の参考にしていきますというふうに記載されていますけれども、生かせる

ものとして、主なものとしてここで示せるものがもしあれば、どういった参考になるような意見があったかと

いうようなことを聞かせていただければと思います。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 ２０歳（ハタチ）の会で、旧成人式ですね、そこでアンケートを取らせていただきました。

７２人の方が回答していただきまして、私が注目するところで申し上げますと、例えば就職先で最も重要とす

る基準について聞いております。それに関しては、やはり職場の雰囲気がよい、それから給与が高い、それか

ら自分の能力が発揮できる、ワーク・ライフ・バランスが充実しているというところでございました。ですの

で、私どもがセミナーを今、昨年度から始めましたが、やはり職場環境の整備というのは非常に大事だなとい

うところは思います。 

  あと、給与が高いというのは、もちろんこれは給与が高いほうがいいんですが、このあたりも職場環境の整

備に当たると思いますので、引き続きこういったセミナーを経営者、管理者向けに進めていくこと、それと、

自分の能力が発揮できる職場がいいというふうに若者が答えているということは、自分たちがスキルアップを

する必要があると考えていることだと思いますので、そのあたり従業員のスキルアップに関しても、今年度も

やっておりますけれども、引き続き続けていこうというふうに思っております。 

  以上です。 
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○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 やはり鳥羽から若い人がすごく出ていって少なくなっている現状で、魅力のあるとか、地元に

残ってもらうということが非常に重要ですので、こういった参考の意見をほかの課にも生かせるところがあれ

ば生かしていって、鳥羽の若者がどれだけでも残ってもらえるような、そういったところの対策というか、も

しできるのであれば取組とか、そういうところにつなげていただきたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 要望でよろしいですかね。 

  総括のところの関連があれば。なければ、ほかのところでも結構です。 

  尾﨑委員、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 ２１４ページの観光振興事業。 

  収入額は１億５,７７９万４,７００円になっとって、そのうち繰入れ、これ９,２００万円の事業をされた。

半分が入湯税のお金を使ったという考え方でよろしいんかな。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 資料１で、観光振興基金は９,２００万円と申し上げました。事業費自体は観光部門でい

くと３億円から４億円でございますので、２分の１というわけではなくて、総事業費のうちの９,０００万円

ぐらいが入湯税を活用しています。こちらの積立額１億１,０００万円ぐらいというのは、観光振興基金に積

み立てている額でございますので、総予算額というわけではございません。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 そしたら、入湯税の積立総額じゃなしに、今たまっておるお金はどのぐらいあるんですか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 令和５年度末で、積立金の残額が１億５,６００万円ほどでございます。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 こういう事業をしてもうたらありがたいことで、そういう原資になったというのもよく分かり

ます。 

  ただ、この事業に関しては全部成果、結果が必要になってくるような事業ばかりやもんで、それを来年求め

やないかんのかなと。それに関してはどうですか。やっぱり成果というのは１年おきに見ておるとか、３年お

きに見るとか、いろいろな形があると思うんですけれども、それの割合というのはあったら教えていただけれ

ば。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 入湯税、入湯客から頂いたお金で観光振興をやらせてもらっていますので、今回の成果説

明書がそれに当たりますので、今ぜひぜひ審議をしていただければと思います。 

  以上でございます。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ただ、今見させたもうたら、しました、しました、しましたばかりなんです。これをしたもん



－14－ 

でこういう成果になりましたというのが一つも書いていないもので、それを聞かせてもうただけで、やったこ

とは分かります。ここにも書いてあるし、その内容もここに書いてあったものでよく分かります。 

  ただ、成果を求めやないかんよね、最終的には。費用対効果から全部やっぱり出すことが本来の流れかなと

思っていますので、期待していますので。これが使うたお金の３００倍や１０倍になるように持っていってい

ただければ、これはもう本当に大したことになると思いますので。やらなね、まずやらな何の結果も出ません

ので、これは評価したいと思います。 

  ほんで、次に、この下の観光一般経費、これに関して、令和５年度は観光客数も増えて、それでそのうちの

外国人増えていますよね。ほんで、宿泊も結構外国人が増えておるもので、いい傾向かなと思います。 

  ただ、これをデータ化はされていないわけですか。どこに何々という。この大きな数字は僕ら見られるんで

すけれども、やっぱり宿泊でも、本来、今よその観光地なんか行くと、全部データ化されていまして、その中

でもＤＭＯ使うていましたよね、一時。その流れでいくと、観光客数、国内・海外の観光比率、個人・団体の

割合、旅行消費額、ほいで来訪者の満足度など、データ化で一気に見えるようになっておるのが今の本来の形

なんですね。ほいで、それを基にＫＰＩの設定をして政策に反映していくというやり方が、日本全国観光課が

あるところはもうそういう流れで、特に広域で物事を進めとったら、これはもう絶対必須なものとなっていま

す。いろいろ視察してきたんですけれども、やっぱりこれが次につながっています。 

  ただ、そういう数字化の見える化というのを考えていますか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 今、尾﨑委員が言われた満足度向上以外は全て観光統計で取っておりまして、ホームペー

ジで公開をしております。ホームページを見ていただければ、先ほど気にされておりました外国人の数である

とか、あと消費額、それからどこから来ているのが多いか、国内ですね。それと、修学旅行、そういったとこ

ろも出しておりますので、ご覧になっていただければと思います。 

  それと、伊勢志摩広域でも伊勢志摩観光コンベンション機構がアンケートを取っておりまして、その中に満

足度等があったかと思っておりますので、そちらも恐らくホームページに載っているのではないかと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱりもうちょっと大ざっぱなデータじゃなしに、どこのホテルに何人泊まったというとこ

ろまでやっておるのが飛騨地域ですよね。飛騨地域はそれでお互い助け合って、何だ、あんたとこ中国人多い

なと、どういうやり方しておるのというような。やっぱり月に一遍、広域で集まっています。下呂、高山、飛

騨、それに郡上かな。５市やったかな、何かそういう流れの中で、お互いの共有、それをデータ化しています。

そのデータで、本来企業秘密というような言葉があるように、本来は秘密にしておるのをオープンにしたわけ

ですね。ほんだら相乗効果になってしまって、ご存じのように飛騨地方はインバウンドもすごいですよね。 

  やっぱりそういうやり方も一遍検討してもうて、やっぱり見えるということは恥ずかしいとか何というんで

すか、隠さないかんという部分以外は出すことによって、飛騨市のええ部分を鳥羽市が取り入れてもええわけ

ですから、そういう流れをつくってもらうと、宿泊者数も増えたり、やっぱり外国人ですよね。 

  インバウンドにやっぱりこれだけ事業をやっていますので、そのインバウンドの成果というものを出すため
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にも、データ化は僕らでも誰でも見られて、協力できるところは協力していくような流れをつくっていただく

と、やはりより一層インバウンドに関しては相乗効果があるという話をちょっと聞いてきていますので、そう

いう流れをつくってもらうと、より一層協力しやすい体制というのが出てくるらしいです。 

  その協力が共有認識でいけば、地域全体が上がっておるというのがやっぱり飛騨地方で、やっぱりかなり上

がっておるもんで、そういう流れもまた検討していただいて、ほいでやっぱりこのインバウンドに関しても事

業をようけやっていますけれども、やっぱり成果ですよね。結果。やっぱり３年やって無理なものはちょっと

やめて違う方向に行くというのは、それを広域で物事をやっておるのが飛騨地域の考え方ですね。そういうの

を取り入れたらいいかなと思っていますので、提案しておきます。 

  以上です。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 ありがとうございます。 

  尾﨑委員は以前より飛騨高山地域のことを視察に行かれていろいろご存じでいらっしゃいますので、私ども

も触発されまして、今年、高山市へインバウンドに関して視察に行ってまいりました。インバウンドに関して

は、高山市は行政で４０年間やっております。その長きにわたってやっていることプラス海外への職員の派遣

を行っております。それがインバウンド、今の高山市、飛騨地方をつくっていると思っておりますので、ぜひ

これからも研究をさせていただいて、インバウンド対策等頑張ってまいりたいと思います。ありがとうござい

ます。 

（「もう一点だけ」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今回いろいろなアニメ系かな、ポケモン系をようけ使うておると思いますので、それもやっぱ

りクローズアップしてもらうと、飛騨市に関してはやっぱり映画化、アニメの。あれがまだまだ響いているも

ので、やっぱり世界的な有名なアニメというのは、やっぱりすごくいい商品なんやなというのを、あれもう十

何年たっておるわけですよね。それでもお客さんはどんどん来ておるといいますので、世界の。そういう今回

取組があるので、その成果を期待します。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員が質問した観光振興事業、観光一般管理経費の関連でもよろしいし、ほかの

２１６ページまでのところであれば質疑をお願いします。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 観光一般管理経費、鳥羽市観光統計に関して３点お伺いします。 

  観光統計、先ほど課長が紹介した統計ですけれども、プリントアウトして拝見しました。推計消費額という

のが出ております。令和５年度は７１９億４,９２６万円で、対前年で１２３億円増になっております。 

  １点目ですけれども、このうち市内に残った額は幾ら、市内から市外へ流出した額幾らと推計しております

か。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 まず、消費額が７１９億円でございまして、以前調べたことがあります観光経済波及効果
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に関する調べにいきますと、市外への流出率は６５.４％に上りますので、７１９億円に６５.４％を掛けます

と４７０億円が市外へ流出しているという計算になります。 

○南川則之委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 私の計算で、４７０億円流出して、市内に残ったのが２４０億円ぐらいです。流出防止策とい

うのを市長も強調して、市内の経済循環、これいかに高めるかと、政策の眼目になっております。この間、市

内の流出をこういうふうに食い止めてきたと。当時よりパーセントが上がったとか、そういうのはありますで

しょうか、令和５年度で。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 正確な数値というのは算出をしておりません。といいますのも、経済波及効果を調べたの

が平成２７年分の市内経済に関して調べております。通常であれば５年ごとに調べ直しまして、その変化がど

うなったかというのを追っていくんですが、ちょうど調べようとしたところが令和２年になりました。コロナ

禍の経済の波及効果を調べましても後に参考にできませんので、今それをやめているところでございます。で

すので、通常の経済に戻った段階で調べようとは思っております。 

  それと、もう一つですが、どのように域内調達率を上げたか、どのように経済の波及を市内にとどめる努力

をしたかということでございますが、成果説明の中でもご説明いたしました宿泊キャンペーンプラス市内で使

えるクーポンを発行して市内での消費額を上げることと、キャッシュレスキャンペーンなどで市内で使ってい

ただくお金を増やすこと、それと人手不足対策、人材確保というところで、市内の方が市内に勤めることで、

市外へ漏れが出ていくことを防ぐということをやってまいりました。ただ、効果に関しては算出をしておりま

せんので、定かではありません。 

  以上でございます。 

○南川則之委員長 戸上委員、質問はよろしいんですけれども、質疑は。最初の数字のところ、戸上委員が数字

を持っていたり、担当課に事前に言うていただけると一番ありがたいもので、そこの議論というのは戸上議員

がこうこうでということで、内容の深堀りは域内循環が大事だというところとか、あるいは流出防止はどうな

んやというところの質問が本当はしていただけると議論が深まるかと思いますし、時間が少し短縮するかなと

思いますので、またよろしくお願いします。 

○戸上 健委員 分かりました。 

○南川則之委員長 続けてください。 

○戸上 健委員 分かりました。 

  最後３点目ですけれども、これは先ほど課長が答弁した、今後この調査どうするんだということをお聞きし

たかったんです。 

  課長もさっき紹介したように、鳥羽市観光経済波及効果調査というのが平成２９年３月に出ております。こ

れ非常にすばらしい調査結果で、当時、濱口課長でしたけれども、私これ拝読してもう本当に感心しました。

課長おっしゃったように、調査の基礎データは平成２７年でしたので、それからもう８年、９年たってきます。

発表されてからも６年、７年たちますもので、新たな経済波及効果の調査、これが必要だというふうに思いま

す。 
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  １８年６月議会で、私これ域内循環調達率を市長に質問しましたときに、市長は漏れバケツ理論、非常に残

念で、漏れをはじめ大きな穴をふさいでいきたいと、非常に積極的な答弁を当時もなさいました。最初、課長

は課内で域内経済循環について勉強会をしたという報告でした。これ文書になかったもので口頭で聞きました

けれども、僕はこれは感心しました。そういう視点を担当課としては崩さないんだというふうに思います。 

  問題は地域の域内の経済循環なんですけれども、６５％流出して残るのは３５％なんですけれども、市内の

所得率というのはさらに低くて、１７.９％しか所得率はないというのがこの調査結果です。ですから、いか

にそれを食い止めて市内の所得率を上げるかというところが、これからの課題になってくるというふうに思い

ます。後期の観光アクションプログラムも策定されるというふうに思うんですけれども、そのあたりをベース

に、新たな観光経済波及効果をベースにして、そういうプログラムを組んでいただきたいということを要望し

ておきます。 

○南川則之委員長 要望でよろしいですか。 

○戸上 健委員 ええ、以上です。 

（「関連して」の声あり） 

○南川則之委員長 関連ですね。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 消費額がどんどん上がっておって、やっぱり内需拡大していないというのが裏づけられておる

と思います。令和４年度に関しては、消費税の交付金が４億７,０００万円あったんです。ほやけれども、経

済は上がっておるのに令和５年になると４億５,０００万円、２,０００万円ほど減っておるわけですね。とい

うことは、言うておるように、鳥羽にお金が入ってきてもすぐ商業関係で外へ出ていくと。やっぱり商業のち

ょっと力を入れてもらわないかんというのが、ここで裏づけられるんかなと。 

  買物一つでも、やっぱり鳥羽で買えるものと買えないものがやっぱり出てきておる。これはやっぱり内需の

活性化にはなっていないという裏づけになりますので、そこら辺、戸上委員が言われたように、やっぱり地元

で何もかもできるようにとは言いませんけれども、やっぱり出ていくということは商業がどんどん小さくなっ

ておるという裏づけですから、そこにもちょっと力入れていただいて、やっぱり鳥羽で何でもそろうようなま

ちになっていただければありがたい。 

  もう本当、病院一つでもそうなんです。これ消費税全部発生していますので、そこら辺まで加味した中で今

後の活躍を期待します。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかに、２１６ページまでの上段です。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 ないようですので、１時間をちょっと過ぎましたので、質疑の途中ですけれども５分間休憩

いたします。 

（午前１０時０３分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時１０分 再開） 
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○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  続いて、２１６ページ中段の観光振興推進事業から２２２ページ中段、鳥羽市観光駐車場対策事業までの範

囲でご質疑はございませんか。２１６ページから２２２ページです。 

  よろしいですか。 

  戸上委員、どうぞ。ページ数言うてください。 

○戸上 健委員 ２１９ページの下段、補助金のうち鳥羽市観光協会観光振興事業について４点お聞きします。 

  ここでは補助金８４０万円というふうになっておりますけれども、決算説明書のほうでは８５０万円、予算

も８５０万円となっております。 

  まず１点目ですけれども、観光協会への補助金というのは毎年８５０万円で、予算も決算も同額で不用額は

ありません。もう数年来、同じ額です。市の補助金等交付規則によると、補助金を交付する場合はきちんとし

た事業計画書を基に補助金というのを確定されます。令和５年度の観光協会の補助対象事業というのは、別紙

のここにある１５事業というふうに考えていいんでしょうか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 観光協会への補助事業に関しては、主にここに書かせていただいた内容になっております。 

○南川則之委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 ２点目ですけれども、市の補助金というのは言うまでもなく公費ですから、厳正にしなければ

なりません。決算委員長が冒頭に、また昨日もおっしゃっていたんやけれども、決算の支出監査についてはも

う厳密にこれやらなければいかんと。緊張感を持ってやらなければいかんということを改めて昨日も強調され

ました。 

  そこでお伺いしますけれども、補助金交付規則によると、収支予算書、団体の、それから事業計画書、収支

予算書、実施設計書または見積書、その他が提出が義務づけられております。それに基づいて、それを吟味し

た上で補助金額を決めるということに交付規則でなっております。そういうことであるとすれば、毎年

８５０万円という同額はあり得ないと僕は思うんですけれども、違いますでしょうか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 鳥羽市観光協会補助金に関しては、年度当初、収支の計画書、事業計画書を出していただ

いております。令和５年度に関して申し上げますと、当初の事業計画、収支の予算書では、総事業費が

２,３９０万円でございます。そのうちの市の補助金が８５０万円、自主財源等がその他の金額になっており

ます。 

  決算でいきますと８４０万円の補助金となっておりますが、もちろん精査をさせていただいて、収支の決算

書も出していただいております。事業の実績も出していただいて、決算の金額が総事業費でいきますと

２,５７１万２,５６７円でございます。そのうち補助対象事業補助金として支出すべき事業は８４０万円、観

光協会さんの自主財源とその他が１,７３１万２,５６７円となっておりますので、しっかりと確認をさせてい

ただいて支出させていただいております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 戸上委員。 



－19－ 

○戸上 健委員 ３点目です。 

  頂いた資料の観光振興基金繰入金対象事業内訳表があります。このうち観光協会に支出した額というのは、

４事業に２,２９３万６,０００円支出しております。これ間違いありませんか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 出させていただいた資料１に基づいておっしゃっていらっしゃると思いますが、そのとお

りでございます。 

○南川則之委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 そうしますと、一般会計からの８５０万円―決算では８４０万円だけれども―と、それ

から観光振興基金からの繰り入れた２,２９３万円合わせて、観光協会に公費として支出されたのが

３,０００万円を超します。巨大な額だというふうに思います。観光協会が市の主産業である観光分野を支え

てよう頑張っていただいておるということは、私も理解しております。認めております。 

  その上で４点目ですけれども、初日の日に企画財政課のふるさと納税が議論になりました。これで観光協会

への手数料、令和５年度は５,５２４万円、前年の令和４年度は６,３７４万円が、この２年間で１億円を超す

額が手数料として観光協会へ渡されております。その是非はまた議論するということになっていますけれども、

そうすると果たして毎年８５０万円という、僕はもうつかみ金のような補助金ではないかというふうに思いま

す。精査なさっておるということだけれども。果たしてこういうのを継続していっていいのか、担当課として

一遍新年度予算で吟味してほしい、吟味する必要性があるんやないかと僕は思うんですけれども、担当課とし

てはどういうご見解でしょうか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 まず、資料１で観光協会への支出が４点あるとおっしゃいました。 

  １点は、今言われております補助金ではございます。あとの３点に関しましては、鳥羽市からの委託事業で

ございます。経済波及効果を狙った委託事業になっております。それと、一番大事な鳥羽駅の２階にございま

す観光案内所の運営でございます。３６５日開けていただいておりますので、非常に努力をしていただいてい

ると思っております。 

  あと、観光協会の補助金に関して、私、観光部門が長いですので、以前から観光協会の補助金に関しては担

当もしておりました。以前は１,０００万円を超えるときもございました。今、精査をしてここまで金額的に

は落ちているという、減額をしているという印象を持っております。 

  といいますのも、以前は観光協会さんが行っている観光振興事業に関しては、イベント等が大きく占めてお

りましたが、やはり漁観連携等始まりました。雇用対策等が始まってきた折に、そういったところへも力を入

れていただくようになりまして、自主事業も多くあります。観光協会の中には独自の委員会が設置されており

まして、それぞれで委員会に応じた事業をされております。 

  私どもができない事業、例えばインバウンドでございますと、海外セールスへ行っていただいたり、それか

らブッキングドットコムという大手サイト、海外からお客様を呼んでくる大きなサイトがあるんですが、そこ

を観光事業者さんが使うための勉強会をやっていただいたりというふうに、独自の事業をやっていただいてお

ります。私としましては、観光協会への補助金に関しては妥当なところ、しっかりと吟味をして確認をして支
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出していると思っております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりました。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかにございませんか。 

（発言する者なし） 

○南川則之委員長 ないようですので、次に、２２２ページ下段、観光施設維持管理事業から２３４ページ、宿

泊観光産業活性化事業までの範囲でご質疑はございませんか。２２２ページから２３４ページです。 

  よろしいですか。 

  山本欽久副委員長。ページ数言ってください。 

○山本欽久委員 ２２３ページの中段、近畿自然歩道維持管理費です。 

  これも県の管理ということで、県のほうからお金頂いていますけれども、ちょっともう要望みたいになって

しまいますけれども、なかなか年に２回の草刈りやパトロール以外にも、もう現場の方々も本当に、我々も

５月から毎週のように草刈りしていますけれども、また梅雨終わって、夏終わってとなると、また９月、

１０月草刈りというような実態になっています。 

  観光の人たちだけじゃなくて、もうＰＴＡであるとか町内会であるとか、そういった方々まで巻き込んで、

もう神島だけじゃないですけれどもね、ほかの４地区もそうですけれども、大分大変な状況になっていますん

で、せめて県からの補助金等も増やしていただくように、お願いもしておきたいというふうに思っております。

要望。 

○南川則之委員長 要望でよろしいですか。 

○山本欽久委員 はい、以上です。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 近年の大雨であるとか酷暑によって、非常に草刈り、それから草木の伐採がたくさんやっ

ていただくことになっております。大変ご迷惑をかけております。 

  以前は年２回か４回程度のパトロールに対しての委託になっておりましたが、昨年だったか見直しをしまし

て、年１２回お願いすることで委託金も少し上げさせていただいてはおりますが、それにしてもまだまだ少な

いということであるというふうに受け止めました。県からの委託金の増加は非常に難しい段階でございますの

で、今、自主財源も含めて委託をさせていただいている状況でございます。また来年度に向けてこれから予算

編成が始まりますので、そういった要望の声、大事にしながら予算編成していきたいと思います。 

  以上でございます。 

（「ちょっとだけ加えていい」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり年に４回見に行っていますか。これ書いてあるとおり、まず見回りなんですよ。草刈

りしてもうておるというのは、町内会が今言われたようにやっておるわけですやん。それご存じでしたか。委



－21－ 

託はしていないでしょう。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 鳥羽市から委託をしておりますので、もちろん委託の中に年１２回パトロールをしていた

だくという内容で委託をしております。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 それはここに書いてあるんですけれども、清掃や草刈りというのを今言われたようにやってお

るというのを把握していましたか。町内会もしくは観光事業者、それがどれだけえらいという、写真ぐらい撮

りに行くとか、そんなんやっていましたか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 年に何回かとは申し上げませんけれども、大雨があったときとか台風の後とかは、もちろ

ん現場には行っておりますし、内容としては委託をしておりますので、写真等の報告も毎月委託先からは頂い

ておる状況でございます。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり大雨降った後とか見に行っておるというけれども、そのときの現状を見たらどうして

いかないかんというのは、やっぱり把握しておると思うんですよ。今、山本氏が言われたように、この金額で

それをやっていこうと思ったらできひんというのは、今言われたようにちょっと難しいかなと。来年度予算に

反映できるようにしたいというんですけれども、これ桁違いやに。それだけは言うとく。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかにございますか。 

  瀬﨑委員、ページ数言ってください。 

○瀬﨑伸一委員 ２３０ページはオーケーですかね。 

○南川則之委員長 そうです。オーケーです。 

○瀬﨑伸一委員 ２３０ページの真ん中辺り、大学ゼミ合宿支援事業及び地域課題解決調査研究事業についてお

伺いをいたします。 

  ７３万２,０００円でいい事業をしていただいていると思うんですけれども、ちょっとＱＲコードついてい

たので確認はしたんですが、この補助を頂く大学の方がもらっていただく条件みたいな形で、報告書のような

ものを出していただくのが要件になっているかなと思うんですけれども、そういった報告書には結構鳥羽市に

とっては宝になるようなことも書かれるんじゃないのかなと期待したのが、実は予算のときに期待したところ

です。 

  そこから何か糸口が見つかってというのもちょっと狙いの中にあるのかなとも思ったんですけれども、ちょ

っとホームページ等を見て、もうその報告書がどんな内容であったかというのが実は確認ができていませんも

ので、これ何か目立ったというか、何かやってみてあったかなというところがあれば教えてほしいんですが。 

○南川則之委員長 勢力係長。 

○勢力係長 観光商工課、勢力です。よろしくお願いします。 

  今回、地域課題の部分で幾つか報告をいただいております。そういった中で特に気になったのは、特に離島
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のところも実際には行っていただいて、実際に観光客にもアンケートをしていただいて、２回目とかもあるん

ですけれども、初来訪者のほうが非常に行動範囲が広いというふうなアンケート結果が出ておりまして、そう

いった初めて来られる方に対しての案内であったりとか、今後のそういった来訪者に対してのさらなる情報提

供というのは非常に必要なんだなというのが、私が担当している中で非常に感じたところでございます。 

  そのほか、カキの養殖事業者の調査というのもしていただきまして、その中でアンケートであったりとかヒ

アリングというのを実施していただきました。そういった中で、活用できるまだ漁場があるのではないかとい

う報告もいただいておりますので、そういった形を漁業者の方々と情報共有を図っていきたいというところが、

今回の実績の中で特に気になったところでございます。 

  以上です。 

○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 恐らくここって宝のところかなと思うんです。せっかく向こう側からの申込みで門をたたいて

いただいて鳥羽市へ入ってきていただいている方、これからもつながりを持っていけるんじゃないのかなとも

思うんですけれども、この事業というのはそういうことはあまり意識せずなものなのかな。令和６年もやられ

ているように思うんですけれども、もっと広がりを持たせることを実は狙っているとか、何かそういうのとい

うのはあるんですか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 大学ゼミ合宿、地域課題の研究の支援、補助金に関しては、そもそもの狙いはつながりを

つくるということでございます。単純に補助をしてお客様１人来ていただくというだけではございません。こ

れから外部の方、鳥羽市に住んでいただかなくても外部とのつながりがこれから継続的に続くということは、

非常に大事だと思っておりますので、特に若い大学生、これから仕事をしようとする若者たちに鳥羽を知って

いただいて、鳥羽を研究することで地域と、それから人とつながっていただけますので、将来にわたって関係

性が構築されて続くことを願っての補助制度でございます。まさに瀬﨑委員おっしゃるとおりの狙いを持って

おります。 

  以上です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「関連で」の声あり） 

○南川則之委員長 関連で、濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません。これ関連なんですけれども、先ほど瀬﨑委員も言われた大学ゼミ合宿と地域課題

解決のＱＲコードでいきますと、申請書が出てくるんですけれども、先ほど言われたような成果がなかなか書

いていないというのが、おっしゃったような私もそういうふうに思うんですけれども、実際この中で、今話し

したところが出てきましたけれども、ここから何かこれを事業として取り上げようとか、何かその成果の中で

これは観光誘客につながるというところで、何か検討に値したものというのは、実際、今以外のところであっ

たでしょうか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 令和４、５、今年ともう３年目になりますが、報告書を見せていただいて、確かに研究に
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は値することだと思いますが、やはり動向を見てそれに応じた観光商品を作るであるとかということは書かれ

ておりますが、それに関して言いますと、以前からやっているお話でございますので、特にこれまでの成果を

見ていて新しい事業がこれでできるなということは、今のところはございません。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これたしか私、４年度のときに交通案内表示のことがあって、それが何か新たにつながったと

いうことがあったような気がしたので、大学のゼミの研究があったと思うんです。それはもう今回５年度に限

っては、今のところなかったというふうに思われるんです。 

  せっかくここまで来て、研究テーマが海女文化の魅力発信であったりとか、養殖漁場の調査であったりとか、

観光振興の調査であったりとかという部分につながって、せっかくいい材料として次につながるような展開が

できることであるので、できたらこの中からよりいいものがあったら何か賞を出すとかという部分で、そうす

ると何かもっとより一層ブラッシュアップできたような提案をしていただけて、次につながるんじゃないかな

と思うんですけれども、その辺のところは見解はどうでしょう。検討はされてはないですか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 つながりづくりと併せて、学生、若者研究者たちが研究してもらったものを報告いただく

というのは、鳥羽市にとっては非常にありがたいことで、それは何かに生かしていきたいという思いはもちろ

ん初めからありました。今言われた例えば賞を何か出すとかということは考えておりませんでしたので、ただ

それに関して言いますと、予算なしでできる内容でございますし、学生たちのやる気にもつながるのであれば

検討したいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ぜひせっかくの宝、おっしゃっていただいたところもあるので、次につながるように検討して

いただきたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 そこの多様な旅行者の受入推進事業の関連でもいいし、２３４ページまでのところであれば。 

（「違うところで」の声あり） 

○南川則之委員長 濱口委員。ページ数言ってください。 

○濱口正久委員 ２２６ページで多様な旅行者の受入推進事業なんですけれども、この中の中段のところに鳥羽

市のインバウンド対策事業があります。本市への外国人観光客の増加を図るため、インバウンド専任職員の雇

用ということで、これ今、令和３年度から来ていただいていますけれども、観光統計の中でも観光の宿泊者数、

観光客数が減っている中で１年外国人が増えていて、ここにやっぱり力を入れるべきところではあるかと思う

んですけれども、このインバウンド専任職員が来たことによって、コロナ明けた５年度にこういう効果があっ

たと、いろいろ書かれていますけれども、特にこういうことにつながったというのがあれば、効果のことを教

えていただければと思います。 

○南川則之委員長 勢力係長。 
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○勢力係長 私、国際交流員の方と非常に近しく……失礼しました。 

  商工会議所の外国人の専任の方なんですけれども、その方が実際に来ていただいて、ファムトリップの実施

のときであったりとか、そういった海外との直接のやり取りができるというのが非常に大きいというふうに委

託事業者からも聞いておりますし、さらに今回クルーズ船の受入れに当たってもその方にも活躍をしていただ

きまして、鳥羽の地図であったりとか、そういった描くのが非常に得意な方でございますので、それを分かり

やすく、海外の方が見てどの部分を知りたいかというところをその方目線で作っていただいた地図が非常に現

場でも有効で、分かりやすいというようなお声もいただきましたので、そのような直接的なやり取りができる

というところと、その方の持っている能力というのが非常に発揮されている状況があるなというふうに私は感

じております。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  これ商工会議所への委託事業の中で、そういう専任職員の雇用をしていただいております。市役所だけでな

くて協会も含めたいろんなところで、こういうようなインバウンド対策においてしっかりと外国人を入れて受

入れしていくということは、非常に大事かなと思います。すごく今お話伺っていると非常に効果が期待できて、

やはり今後インバウンドを強化していこうと思うと、外国人のそういうような雇用とか、いろんな各地に受入

れ体制をしっかりと構築していくということがさらに誘客につながると思いますので、引き続き取り組んでい

ただければなというふうに思います。 

  ここは以上です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○濱口正久委員 はい。 

（「関連で」の声あり） 

○南川則之委員長 関連で。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 その右側、２２７のフランス…… 

○南川則之委員長 関連と違うて、ほかですか。 

○尾﨑 幹委員 いや、この中で…… 

○南川則之委員長 一緒ですね。２２７ページ、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 トップセールスしてもうて、約１年がたとうとしています。その中で、やっぱり鳥羽の旅館さ

んにフランス人がどこに何人泊まったというデータありますか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 どこのホテルにフランス人が何人泊まったというデータは持っておりません。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 先ほども飛騨市の広域のあれを出したけれども、それをやっぱりつくり上げるほうのが大事か

なと思っていますので、やっぱりこれだけの努力をしておる中で努めておるわけですから、その結果も追って

いただければ、より一層フランスはやっぱりいいんだという裏づけ、ほかにももう台湾何々と出てきています
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けれども、高山の例を出すと、やっぱり４０年間駐在させて金も思いっ切り放り込んでやっておるわけですか

ら、そういうやっぱり結果を求めてほしいと思いますので、そういうどこに何人泊まったというのは旅館組合

さんに言うたら分かると思いますので、その旅館組合さんとしっかりと連携を取っていただくと、より一層や

っぱり鳥羽の魅力、方向性、商品の開発ができるんじゃないかと思っていますので、それを強くお願いしてお

きます。 

○南川則之委員長 ほかに、関連でもほかの２３４ページまで…… 

  山本哲也委員、ページ数言ってください。 

○山本哲也委員 ２２４ページ、鳥羽うみ文化推進事業ですかね。 

  これ、たしか新規で取り組まれたところやったと思います。中にいろいろとやっていただいていますけれど

も、何点か聞きたいなというふうに思っていまして、まず公共交通を生かした拠点と賑わいづくり事業という

ところでお聞きさせていただきます。 

  これ写真もつけていただいていますけれども、中之郷駅ですか、やっていただいたかと思いますけれども、

端的に聞きますと、にぎわいづくりになるイベントの開催や歴史文化を生かした周遊促進を行いますというこ

とでやっていただいたかと思うんですけれども、こういった周遊促進としての効果というのはどのような感じ

ですか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 周遊促進という効果に関しては、まだはっきりと表れていないというのが私の感想でもあ

ります。 

○南川則之委員長 山本哲也委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  そうなんですよね。まだちょっと弱いかなというところがあって、今後、今年度も予算計上されておったと

思うんで、その辺はちょっと引き続き期待したいなというところではあるんですけれども、置きっ放し、やり

っ放しというところで、どう活用していくかとか、どうあそこをうまいこと利用しながらというところが、地

域の方ですとかそういったところの巻き込み方とかというところがポイントになるんかなと思うんで、その辺

を意識して続けていただきたいなというふうに思います。 

  もう一つ、その中で鳥羽うみライブラリーというところで、冊子これだけ置きましたというところで書いて

いただいていますけれども、またここも交流の拠点であったり、そういったところ、周遊拠点ですか、交流や

市内周遊の促進を図りますということを書いていただいていますけれども、その辺の効果、どのように感じて

いますでしょうか。 

○南川則之委員長 髙浪課長。 

○髙浪観光商工課長 こちらも同じくまだまだ周遊、それからにぎわいづくりの効果には至っていないと思って

おります。 

○南川則之委員長 山本哲也委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  素直に認めていだきましてありがとうございます。私もそのように感じております。特にマリンターミナル
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ですとか、中之郷もそうなのかもしれませんけれども、子供ですとか小さいお子さん連れて遊びに行ったりと

かするところが考えられる場所には、ぜひもう一世代下げてもらってもいいのかなと。 

  実際、私も子供連れて行ったときに、じゃ子供が手に取って読む本がどれだけあるかというと、そこまでな

いんですよね。ある程度、中学校、高校、もしくは大人の世代とかというと、取ってみようかなという本も幾

つかはあったかなとは思うんですけれども、その辺も意識して、じゃそれを使ってどう周遊さすかですとか、

そういったところをぜひ検討していただくといいのかなというふうに思いますんで、よろしくお願いします。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○山本哲也委員 はい。 

○南川則之委員長 鳥羽うみ文化推進事業の関連でもいいので、ほか２３４ページまでよろしいですか。 

  濱口委員。ページ数言ってください。 

○濱口正久委員 ２３１ページの漁業と観光の連携事業で、これ鳥羽市海のレッドデータブックを制作、販売し

ていただいたということで、大きく取り上げていただいています。 

  この中で、いろんな関係各所へ７００のうちの４００が関係者へ配っていただいたと。３００が販売用とい

うことがありますけれども、これ販売が目的というよりも、いろんな配ったというのは活用が目的であるとい

うふうな認識なんですけれども、その活用の効果をちょっと聞かせていただきたいなと思って、次のページに

またいでいくんですけれども、４番のところの「豊かな鳥羽の海を未来へ！」という海洋教育の実践で、レッ

ドデータブックを活用したというふうに書いてあります。実際、この内容、具体的にどんな効果があったのか

とお聞きしたい。よろしいでしょうか。 

○南川則之委員長 中村主査。 

○中村主査 観光商工課の中村です。どうぞよろしくお願いします。 

  海のレッドデータブックに関してご質問いただいてありがとうございます。 

  委員おっしゃられたとおり、制作したそもそもの目的として、活用を図るということを重視しておりますの

で、当然いろんな不特定多数の一般の方にとにかくばらまいたりとか、たくさん販売をしたらいいという、当

然そういったものではないというのがまず前提としてあります。なので、専門的な図書としての、書籍として

の研究者間への活用であったりとか、海洋教育への発展であったりとか、そういったことを目的にしておりま

す。 

  そういった中で、漁観連携事業の「豊かな鳥羽の海を未来へ！海洋教育の実践」というところなんですけれ

ども、こちらこのレッドデータブックを作るに当たっての令和２年度から４年度の３年間、海洋調査というの

を行ったんですね。その行っていただいた委託先というのが、三重大学の先生であったりとか、そういったと

ころを受皿に調査を進めてきてまいりました。この海洋教育の実践の事業に関しても、その受皿となった三重

大学の教授が主体となって進めている、三重大学の中の正規の海洋教育クラブみたいなのがありまして、そう

いったところが例えば答志島であったりとか、浦村の沖合であったりとか、そういったところのシーカヤック

を使った、実際大学生であったりとか、市内の小学生であったりとか、子供たちを使った調査というのを、ア

クティビティーとかそういったことを活用しながら行ったというものになります。 

  なので、実際３年間の調査に携わったそういった研究者、教授自らが行っているアクティビティーをしてい
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るクラブが、市内の子供たちであったりとか、県内・県外の大学生であったりとか、そういった方たちに鳥羽

の海の現状を知ってもらうという目的で行ったということで、そういった参加した皆さんにとっては、鳥羽の

海の現状を知ってこれからの鳥羽の海の環境を考えるきっかけになったと実感しております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  これ図鑑のようにできたやつを活用しながら、いろんなアクティビティーとかも新しい海洋教育の実践とし

て観光誘客につながったということなんですけれども、今回お聞きしたのは、これ６次総合計画に基づき事業

の重点施策として掲げている中に、漁業、観光の連携事業のところに書かれていましたので、私お聞きしまし

た。 

  その中で今お話聞かせていただいたら、その次に子供たちがそういうことで興味持っていただいて、次につ

ながるというのとはもう一つ違った意味で、制作に当たって関係した人たちのつながりも今後につなげていき

たいということをお話聞かせていただいたので、まだまだこれからこれが可能性としてあるのかなと思います

ので、しっかりとやっていただきたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 その他、山本欽久副委員長から手挙がっていた、よろしいですか。 

○山本欽久委員 すみません、いいですか、もう一点だけ。 

○南川則之委員長 どうぞ。 

○山本欽久委員 申し訳ないです。 

  ２２９ページの外国船のクルーズのところで、ちょっと１点お伺いします。 

  寄港してもらって、鳥羽市内に飲食店とかのどれぐらいの影響があったとかいうのって分かりますかね。数

字とかはまた後で聞きに行きますけれども、市民の声であったりそういうところもちょっとお聞かせ願えれば

と思います。 

○南川則之委員長 勢力係長。 

○勢力係長 先ほど山本委員おっしゃられた質問の件なんですけれども、まず外国船が寄港したことによって、

市内の飲食店であったり、そういったところとしっかり情報共有が図れ始めたというのは実感として感じてい

ます。 

  外国船が来たときに、まず関連するような場所に情報として流します。そうすると、それに向けて駅前の事

業者さんたちが準備していただいて、その受入れの準備ももうその日に、例えば休館であってもその日は開け

ようという形で、事業者間の協力が今非常に取れ始めているのかなというふうには感じています。ですので、

我々もそういったお店を紹介する。ぜひ行ってくださいという形で、お互いに共有しながらやっています。 

  そして、今回、学生のボランティアが多く参加していただいています。実際に学校の校長先生ともお話をし

て、ぜひ協力をお願いしたいですというようなお話もしに行きましたし、それに対してもっとそういったスケ

ジュールの共有であったりとかしていただければ、学校のスケジュールも合わせられるんじゃないかというよ

うなお話もさせていただきました。 
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  そうすると、事業者から学生に対してのプレゼントじゃないですけれども、参加していただいたことでまた

何か特典を得るようなこともしていただいたりとか、そういった本事業以外のところでも共有というのも図れ

てきましたので、まだまだこれから多く外国船来る予定ありますので、市内の事業者の方々、協力しながらや

っていきたいと考えております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 山本欽久副委員長。 

○山本欽久委員 ありがとうございます。 

  しっかりコミュニケーションが取れておるというところで、ありがたいなというふうに思っています。以前

ちょっとまたミライトークなんかで、１番街ですとか岩崎の通りの人たちと話したときに、飲食店、受け入れ

る側のほうもなかなかもうちょっとこんな店があったらええのにとか、もっとこういう店があったらええのに

という意見も出ていましたんで、今後もまたコミュニケーション取りながら、鳥羽市にいっぱいお金が落ちる

ように外国船の誘致も頑張っていただきたいというふうに思います。ありがとうございます。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかに、２３４ページまでで。よろしいですかね。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 続いて、最後になりますが、２３５ページの商工一般管理経費から２４２ページ、消費者生

活安定向上推進事業までの範囲でご質疑はございませんか。 

  坂倉委員、どうぞ。 

○坂倉広子委員 最後２４２ページ。 

  消費者生活安定の向上推進事業なんですけれども、もう本当にハローワークの本来であれば伊勢まで行かな

くちゃいけないという住民の方から、ここの鳥羽市のところで相談があるということで、大変ありがたいとい

う、また、就職につながったという声も私のほうにも聞いておりますので、ちょっとここは本当に次に、令和

７年度に向けても引き続きお願いしたいということがございます。 

  そして、この中で、何かこういうことにつながったということがあれば教えていただきたいと思います。 

○南川則之委員長 村山課長補佐。 

○村山課長補佐 観光商工課、村山です。 

  今、坂倉委員がおっしゃったのは無料職業紹介所の件ですかね。 

（「そうです」の声あり） 

○村山課長補佐 そうすると、２４０ページのほう。 

（「２４０ページでした、すみません」の声あり） 

○南川則之委員長 どうぞ、回答したってください。 

○村山課長補佐 そこにも書いてあるとおり、本当に徐々に知名度が上がってきまして、相談件数も右肩上がり

で上がってきているまだ最中で、鳥羽市の広報に毎月求人情報も載せながら認知度を上げてきたというところ

で、就職者数も令和５年度１０人というところで、観光業に限らず、例えば土木とか警備とかというところ、

事務とか製造業に関してもマッチングというか、就職につながっておりますので、引き続きやっていきたいと
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思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 引き続きよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「関連」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱりこれ数字、求人が６７、ほいで就職できたのは１０人、やっぱり１５％程度のあれで

はちょっと問題かなと。人手不足というのが進んでおるんかなという裏づけられることやと思います。これを

より一層努力してもうて、やっぱり６７に対して６７というのを目標にしてください。もうそれしか言いよう

がないもので。鳥羽のやっぱり人材不足はかなり進んでおりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかに。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません、関連でお願いします。 

  ここの今尾﨑委員も言われた無料職業相談所の実績の中で、相談件数が３６６人で求職が６７人で就職につ

ながった１０人なんですけれども、この５７人の差のところ、就職につながらなかったところの分析というの

はされていますでしょうか。 

○南川則之委員長 村山課長補佐。 

○村山課長補佐 そうですね。希望業種と違うというところもありますし、その方のどこまで動けるかというと

ころと、中には福祉のほうとの連携で、ひきこもりの方とかというところの相談も受けておりますので、その

辺、先ほど尾﨑委員言われたように、皆さんが就職できるようにこちらもよりよい職場、求人を出していきた

いんですが、それも事業者の協力が必要になってきますので、その辺、事業者ともタイアップしながらやって

いきたいと思っております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これ、職業紹介所の大事なところはマッチングです。多分、今の話を聞くと、この相談件数の

中が多様化していて、中には高齢の方であったりとかというところが、市内業者の中の求人とうまく合わなか

ったということだったと思うので、なるべくそういうことがうまくいくように、恐らくその前段のところで業

務分解とか職業のいろんな働き方の中で、プチ勤務であったりとかということも提案していただいていると思

うんです。そういうことを総合的にやって、今どういうことが必要なんかということは、前段の質問にもあり

ましたけれども、課長が答えていた２０歳（ハタチ）の会でアンケートを取って、しっかりと何をやるべきか

ということをきちんとエビデンス取った上で今取り組んでいただいていると思いますので、その分析も含めて

引き続きしっかりとやっていただきたいと思います。 
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  以上です。 

○南川則之委員長 ほかに。 

  戸上委員、どうぞ。 

○戸上 健委員 ２３７ページ、地域資源活用促進事業について１点お伺いします。 

  販路拡大事業は、当初予算では１０件に６万円ずつということになっていました。何で４事業者にしかでき

なかったんでしょうか。 

○南川則之委員長 寺田係長。 

○寺田係長 観光商工課、商工労政係の寺田です。よろしくお願いします。 

  販路拡大の予算の上限は６万円で、２分の１の補助になるんですけれども、対象経費としては、物産展への

出展料ですとかその参加の旅費、販路拡大用の印刷製本等が対象経費となっております。 

  補助の４件と少なかった理由としましては、物産展等の費用がかなり高額でして、補助金を活用したとして

も自己負担等が半分以上要ってくる状態です。それと、参加するに当たっては人員の確保も必要であって、人

手が確保できないので参加できないわという事業者さんもみえることから、費用対効果を考えられた上での物

産展等への利用で補助金を利用されているかどうかだったかと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 了解です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○戸上 健委員 はい。 

（「関連で」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 みやげ新商品プロジェクトを実施して、商品ができておる写真まで。これはふるさと納税に反

映されていますか。鳥羽の新しい商品ということで。まずそれ。 

○南川則之委員長 寺田係長。 

○寺田係長 企画のふるさと納税の担当の方と直接お話をしていただいている状況ですので、すぐに反映されて

いるかどうかというのはちょっと確認が取れておりませんが。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。 

○南川則之委員長 ほか、よろしいですか。 

（「違うところでいいんですか」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員、どうぞ。２４２ページまでで。 

○尾﨑 幹委員 ２３６ページ、商業活性化事業、鳥羽の日にこれだけ１４２業者が参加していただいたのはも

う本当にありがたいことで、ほいでまたポイント還元のいろいろな形を取り組んで、波及効果はすごいですよ

ね。これだけの数字が出ておるということは。 

  ただ一つ、商店、店を構えてこれに参加した人らは、ちょっと値引きしながら売上げも上がったというんや
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けれども、そこの商店を構えておる人らは消費税が発生して払わないかんわけですよね。店舗以外で、自分ら

でテント張ってやって売られた方もかなりおられると思う。何件かはちょっと分かりませんけれども。その

方々の消費税の納入というのがないみたいで、これちょっと商店のほうから言われたもので税務署へ行って聞

いてきたら、取らないかんわけですよね、主催者側が。取らんでええというのは会社で、一つの団体、みんな

の顔見知りの中でやって、そこで売り買いをしたのに対して消費税は別に発生せんでもええという見解を税務

署のほうから聞いてきておるんですけれども、これやっぱり税金を投入されています。しっかり取っていただ

きたいのが本来ですという話なんですけれども、そこまで確認していますか。 

○南川則之委員長 寺田係長。 

○寺田係長 鳥羽の日の事業に関しましては、会議所さんのほうでまとめられていて、会員さんの登録事業者さ

んで実施されていると思うんですけれども、おっしゃられたのは各イベントに参加されるあれですかね、キッ

チンカーとか…… 

（「そうですね」の声あり） 

○寺田係長 そういったところかと思うんですけれども、消費税に関しましては、それぞれの事業者さんが決算

した売上げの中で一定金額を超えたら納入するとか、インボイスの関係で納入するとかになっていると思いま

すので、各イベントで消費税の分をというのはないのかなと思います。出店料として頂いているというのはあ

るかなとは思いますけれども。 

  以上です。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり商売でやっておる限り、不特定多数の方が来られて売り買いをするには、消費税はや

っぱりちゃんと発生しておると思います。やっぱりそれを納入するようにしていかないかんのが、こちらの指

導じゃないかと思っていますので。 

  そこら辺が不透明やったもので、税務署まで行ってしっかりと聞いてきたんです。やっぱり不特定多数の中

で商売するのに関しては、消費税は発生しますと言うていますので、そこの色分けせんでも、皆さん参加した

らやっぱり納税してもらうという方向性をしっかりと前へ打ち出しておいてもらうとありがたいと思いますの

で。そうすると、店舗の方々はもうレジに打ってしもうたら払わないかんわけですから。それと違うような方

向があるならば、これはやっぱり法令にのっとってちゃんと前へ出るような形を義務づけられると、より一層

鳥羽市のプラスになるんじゃないかと思っていますので、よろしくお願いしたいと思います。どうですか。 

（「尾﨑委員、これ納税の問題ですかね」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 いや、違う違う。 

○南川則之委員長 山本欽久副委員長。 

○山本欽久委員 個人の事業所の納税の話ですよね。これ鳥羽の日のあれだけじゃなくて、みなと祭りでもそう

ですし、ほかの市外のイベントとかでもそういうことですよね。 

○尾﨑 幹委員 そやけれども、今回出ておるもので。この内容について聞いておるんです。 

○南川則之委員長 村山課長補佐、どうぞ。 

○村山課長補佐 そうですね。尾﨑委員言われるように、例えば出店者に対して完納証明を出させるとかという
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行為は可能かなとは思いますので、その辺、今後やるときにまた検討していきたいと思います。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 しっかりしたってもらうと、店構えてレジ打っておる人らから見ると、やっぱり不平は出てお

るということだけはもう認識しておいてください。よろしくお願いします。 

○南川則之委員長 ほか、よろしいですか。 

  世古安秀委員。 

○世古安秀委員 同じところのとば○得キャンペーン実績、いろいろと第１弾、２弾、３弾ということで、すばら

しい実績を経済効果として出されておりますけれども、１弾、２弾、３弾で各鳥羽市内の事業所がどれだけ参

加したのか、その数だけちょっと分かっていれば。別々には出ていないですか。 

○南川則之委員長 村山課長補佐。 

○村山課長補佐 ちょっと細かな数字は今手元にはないんですけれども、ちょっと開始するときに、今回キャッ

シュレスキャンペーン、１弾、２弾、３弾、４社ありますので、４社にどれだけ登録をしてあるか、さらにか

ぶっているところもありますので、ちょっと例えばＰａｙＰａｙさんなら何社とか、そういったものは登録当

初は出るかも分からないんですけれども、ちょっとそこまで今数字はないかなと思います。 

○南川則之委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 分かりました。 

  やっぱり事業所がいかに、金額はこれですけれども、相当の効果があったと思うんですけれども、参加する

事業所をやっぱり増やしてもらいたいということが大事だと思うんですよね。ある事業所については、わしら

年寄りやからなかなかこういうことはようやらんわとか、ある事業所については、もうやっぱり現金で欲しい

んやとかというふうなところで、参加できないようなところもありましたので、そういうところにもやっぱり

きちんと働きかけて、裾野を広く影響が、効果があるように今後やっぱりやっていただきたいと。また引き続

いてやってくださいというまた声も聞いておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 観光商工課の質疑、毎年２時間ぐらいあります。しっかりと議論していただくのはありがた

いんですけれども、数字だけの質問とかそういったところは、事前に担当課へ行って確認の上進めていただく

ようにということで、よろしくお願いします。 

  観光ですので、効果とか活用とか地域の巻き込みというんですかね、そういうところは大事やと思いますの

で、ぜひ委員の皆様もよろしくお願いいたします。 

  それでは、ご質疑もないようですので、説明員交代のため１０分間休憩いたします。 

（午前１１時０５分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時１３分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 
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  続いて、消防本部の決算成果を審査します。 

  消防長の説明を求めます。 

  消防長。 

○勢力消防長 消防本部、勢力です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  消防費の決算についてご説明いたします。 

  それでは、決算成果説明書の２６０ページをお願いします。 

  まず、総括からポイントを絞ってご説明させていただきます。 

  消防は市民が安全で安心な生活を送るため、警防、救急、救助、予防などの任務に全力を尽くし、各事業を

展開しました。複雑多様化する各種災害や各地で発生する大規模な自然災害への対応など、さらなる消防力の

充実と対応能力を高めることを目的に、消防職員及び消防団員を三重県消防学校や消防大学校への研修機関へ

入校させ、各個人能力の向上を図るとともに、研修内容を伝達講習や訓練などによりほかの職員と共有いたし

ました。 

  救急出動件数については、コロナ禍前を超える件数となり、過去最多の出動件数となりました。新型コロナ

ウイルス感染症は５類感染症に移行しましたが、引き続きコロナの感染症と戦うような状態でありました。感

染防止対策を徹底した上で、適切な応急処置と容態に応じた医療機関へ速やかな搬送を実施しました。 

  火災に対する備えといたしましては、市内の事業所に対して立入検査を行い、防火対象物及び危険物施設が

消防法等関係法令に適合したものとなるように、これまで以上に踏み込んだ行政指導を行いました。 

  非常備消防については、消防団は消火活動のみならず、地震や風水害等多数の動員を必要とする大規模災害

時の災害防御活動や避難誘導など、市内の各地域で重要な役割を果たしており、団員は日頃から各分団での個

別訓練に励み、春と秋の定期訓練や秋の全国火災予防週間中には火災防御訓練を各地区分団（部）単位で実施

し、災害対応能力を鍛えました。 

  消防施設及び車両の維持管理については、鳥羽市消防団長岡分団第１部格納庫を旧長岡中学校に移転、車庫

の新築工事を行い、他の消防団格納庫については計画的な修繕、維持管理を行いました。また、はしご付消防

自動車のオーバーホール（２回目）の実施、災害対応特殊消防ポンプ自動車の更新を行ったほか、大規模災害

時の緊急用車両燃料保管のため、危険物屋内貯蔵所を設置しました。 

  消防水利においては、耐震性防火水槽を新たに２基設置し、消火栓改良などを併せて消防力の充実を図りま

した。 

  続きまして、新たに実施した事業です。 

  新たに実施した事業では、離島からの救急搬送体制について高齢化や人口減少に伴い、チャーター船業者や

搬送を担う消防団員が減少し、離島住民の負担が増えていることから、前年度の聞き取り調査を基に離島救急

搬送費補助額を改正し、負担の軽減を図りました。 

  続きまして、予算執行を伴う事業につきましては、地域全体の消防力の強化と住民サービスの向上を図るこ

とを目的に、７消防本部による高機能消防指令センターの運用に向けて検討会を定期的に実施しました。 

  それでは、目別決算額など詳細につきましては消防次長から説明をいたしますので、よろしくお願いをいた

します。 
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○南川則之委員長 消防次長。 

○武中消防次長 消防本部、消防次長の武中です。よろしくお願いいたします。 

  それでは、８款消防費、１項消防費について説明いたします。 

  初めに、中事業において事業内容の変更がなく、前年度決算額との差が少ない事業につきましては、説明を

割愛させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

  それでは、目別中事業別に、決算成果説明書に沿ってご説明いたします。 

  決算成果説明書２６１ページをお願いします。 

  目１常備消防費につきましては、予算現額３億８,２７４万９,０００円に対し、決算額３億７,８１２万

３,０００円となります。 

  中事業名、消防一般管理経費につきましては、予算現額３億４,９７０万６,０００円に対し、決算額３億

４,６１３万５,０００円となります。 

  主な経費といたしましては、再任用職員を含む消防職員４８名の人件費となります。令和５年度におきまし

ては、６月に開催されたＧ７三重・伊勢志摩交通大臣会合における消防特別警戒実施のため、職員の派遣を行

ったほか、本年１月に発生した能登半島地震において、緊急消防援助隊三重県隊として１５名と撤収作業２名

の職員派遣を行いました。 

  同ページ下段から次ページ上段をお願いします。 

  中事業名、警防消防活動業務につきましては、予算現額２２７万８,０００円に対し、決算額２２２万

１,０００円となります。 

  市民や観光客の生命、身体、財産を守るために必要な機材の購入や保守点検を行い、警防及び消防活動を実

施しました。令和５年度につきましては、住宅火災、建物火災のほうを含む１９件の火災出動を行いました。

なお、前年度決算額との乖離につきましては、昨年度は規制対象物として追加された化学物質ＰＦＯＳ含有の

泡消火薬剤の廃棄等の処分を行ったことによるものです。 

  続きまして、決算成果説明書２６２ページの中段をお願いします。 

  中事業名、消防職員研修事業は、予算現額２７９万１,０００円に対し、決算額２３９万６,０００円となり

ます。 

  主な経費といたしましては、職員が複雑多様化する災害に対応できるよう、三重消防学校の各教育研修課程

へ延べ１５名が入校しました。前年度の決算額との乖離につきましては、救急救命士の育成を行うための救急

救命東京研修所への入校がなかったことによるものです。 

  次ページ、２６３ページをお願いします。 

  中事業名、救急活動業務につきまして、予算額３２６万４,０００円に対し、決算額３１０万６,０００円と

なります。 

  令和５年度は、１,６５１件の救急出場に対し１,４９２人の搬送となり、令和４年度に比べ７５件の出場、

４９人の搬送増となりました。 

  ２６４ページをお願いします。 

  中事業名、離島救急患者搬送費補助事業につきましては、予算現額２４５万７,０００円に対し、決算額
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２１３万７,０００円となります。 

  前年度決算額に対し１３７万１,０００円の増額につきましては、離島住民や観光客等、救急患者搬送にお

ける船舶借り上げ料について、燃料費の高騰など実践に伴わないことから、離島救急患者搬送費補助金の改定

を行ったことによるものです。 

  続きまして、決算成果説明書は２６６ページの下段をお願いします。 

  目２非常備消防費です。予算現額６,９６６万１,０００円に対して、決算額６,０４９万１,０００円となり

ます。 

  中事業名、消防団活性化対策事業につきましては、予算現額４,７２２万２,０００円に対し、決算額

４,１５２万４,０００円となります。 

  この事業につきましては、消防団の活動支援や消防団員の新規加入促進について広報を行い、地域の安全・

安心を守る消防団員の確保と環境整備、活動環境の充実を図りました。主な経費といたしましては、消防団員

に対する費用弁償や退職報償金等になります。なお、前年度決算額との乖離につきましては、消防団員の退職

報償金等の減額等によるものです。 

  決算成果説明書２６７ページ中段をお願いします。 

  中事業名、消防団災害防禦対策経費につきましては、予算現額１,５８２万１,０００円に対し、決算額

１,４０３万６,０００円となります。 

  消防団充実強化促進事業を活用し、消防ホース等の購入を行いました。なお、令和５年度においては、コミ

ュニティ助成事業、消防団員安全装備品整備事業を活用し、土砂災害等対応の資機材のほうを各消防団のほう

へ配備を行いました。 

  同ページ下段、目３消防施設費です。予算現額１億５,０５８万４,０００円に対し、決算額１億

４,６６５万１,０００円となります。 

  次ページ、中事業名、消防水利整備維持管理経費につきましては、予算現額３,１１４万３,０００円に対し、

決算額２,８１５万円となります。 

  主な経費といたしましては、工事請負費であり、経年劣化等により漏水等のため、防火水槽３基の撤去と新

たに耐震性防火水槽２基の設置を行いました。 

  同ページ下段、中事業名、消防車両等整備維持管理経費につきましては、予算現額９,３９３万１,０００円

に対し、決算額９,３０９万１,０００円となりました。 

  多様化する災害に対応できる消防力、機動力の強化を図るため、消防車両等の維持管理を行うとともに、消

防ポンプ車両等更新計画に基づき、はしご付自動車のオーバーホールと車検整備等を行いました。 

  また、主な経費といたしまして、工事請負費による危険物屋内貯蔵所を設置し、大規模災害時の緊急車両用

燃料保管を行いました。 

  次ページ、２７０ページ上段、消防車両等整備維持管理経費繰越明許費分につきましては、ベースとなる車

両の納車遅れに伴い、消防車両への艤装作業が昨年度内の完成の見込みがないことから、繰越明許による予算

の計上となりました。 

  配備をいたしました災害対応特殊消防ポンプ自動車、ＣＤ－Ｉというんですが、これにつきましては、決算
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額４,４４４万円であり、主な財源といたしましては、緊急消防援助隊設備整備費補助金１,０６４万

２,０００円となります。 

  同ページ、中事業名、消防施設整備維持管理経費につきましては、予算現額は２,３４０万４,０００円に対

し、決算額２,３３２万円となります。 

  老朽化が著しい長岡分団第１部格納庫を新たに旧長岡中学校の校舎の一部を活用するとともに、敷地内に格

納庫の新築を行いました。 

  同ページ下段、消防庁舎整備事業につきましては、予算現額２１０万６,０００円に対し、決算額２０９万

円となります。 

  主な経費といたしましては、消防庁舎主訓練塔建設工事修正設計業務の委託料となります。 

  以上で消防費の説明のほうを終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  ２６０ページ総括から２７０ページまでの消防本部の事業全体についてご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。ページ数言ってください。 

○尾﨑 幹委員 ２６９ページ。昭和８年、９年、１３年、２０年以上たっておるようなやっぱり機材がようけ

あると思うんですけれども、それについては絶えずやっぱり平成９年、もう３０年たっておるものが本当にち

ゃんと起動しているかという確認作業とか、そういうのは消防団がして報告するんですか。それともやっぱり

本部から行って、２０年以上たっておるものに関しては、ええ悪いを判断して買い換えるという仕組みにはな

っておるんですか。 

○南川則之委員長 野村室長。 

○野村室長 消防総務室長の野村でございます。よろしくお願いいたします。 

  委員のご質問についてですが、一応、基本的には計画というものがございますので、それに基づいて行くん

ですけれども、当然、現状を確認させていただいて、その中で悪いものは早く換えるとか、直さなければいけ

ないところは直すといったような手入れの部分もしっかりさせていただいておるところです。これは消防本部

で行っております。 

  以上でございます。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 神島、平成９年物の小型ポンプがあるんですけれども、やっぱり地域性見ると、これがいざ使

われへんだときに、車が入っていくような場所なんかまずないようなところに関しては、こういう小型ポンプ

が役割をすごく果たすと思っています。できるものなら、前回、消防訓練、体育館の前でやったように、新し

いすばらしい迫力のあるものに次々に換えていっていただくことをやっぱり順次していただくようにお願いし

ておきます。あまりにもちょっと古過ぎひんかなと思って。 

  いざ、今はよかったけれども、火事になった、使うときには稼働しなかったというたら、それこそ一番の問

題になってくると思いますので、早めにお金があるならば換えていっていただければ。なければ要請すること

が一番必要やと思っていますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 
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○南川則之委員長 ほかにございますか。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 ごめんなさい。今出た消防車両等整備維持管理経費のところで。 

○南川則之委員長 関連ということやね。お願いします。 

○濱口正久委員 この項目なんですけれども、そこの消防車両のところとは違うんですけれども、消防車両のと

ころの２段目のところ、大規模災害時の緊急車両等の燃料保管の危険物の屋内貯蔵所を設置したとありますけ

れども、これ非常に昨今危惧される大規模災害に備えてのことということで、すごく重要な話を実際にされて

いたと思うんです。 

  ちょっと確認なんですけれども、今、最終的に聞けなかったのは、もう既にこれは燃料を入れて運用されて

いるのかどうなのかというのを教えていただけますか。 

○南川則之委員長 大西係長。 

○大西係長 消防総務室、大西です。よろしくお願いいたします。 

  昨年度設置しました危険物屋内貯蔵所に関しましては、現在、ガソリン６００リットル、軽油６００リット

ル、計１,２００リットルを保管しております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 既に入れていただいて備えていただいているということなんですけれども、これは定期的に点

検とか入替えとかというのは行われるんでしょうか。 

○南川則之委員長 大西係長。 

○大西係長 おっしゃるとおり、ガソリン等は半年で劣化すると言われていまして、半年たったら消防車両や救

急車等と入替え等を更新していく予定としております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  いざというときの緊急車両の予備燃料、大事なところですので、この辺のところは今お聞きしたら定期的に

しっかり点検もしていただいているということですので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかでもよろしいので。 

  世古雅人委員。ページ数言ってください。 

  どうぞ。 

○世古雅人委員 ２６４ページ、総括の中で新たに実施した事業ということで、離島からの救急搬送体制につい

て、高齢化や人口減少が進んでいて島民の負担が増えてきているというところから、今年度、補助金をアップ

して対応しているというところなんですけれども、この事業で５年度の監査報告書の中で、地域の実情を踏ま

え協議し、体制の確保に取り組むようにという指摘というか、こういう項目が挙げられています。人命に関わ

る重要な事業ですので、ここで問題点や課題などはどうなのかというのをちょっとお聞きしたいんですけれど
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も。 

○南川則之委員長 武中消防次長。 

○武中消防次長 委員のご質問のほうで、初めにこの補助金の改定のほう、５年度のほう行いました。当然これ

で問題が解決したわけではございません。搬送を行っていた船舶について、実情に見合っていないというとこ

ろでの補助のほうとなりました。 

  それで、各町内会のほうをはじめ鳥羽磯部漁協のほうへ聞き取りのほうも進めておりまして、菅島地区や答

志島の答志地区のほう、搬送を担ってもらっているのが鳥羽磯部漁協さんのほうなんですが、そこのほうとい

ろいろお話もさせていただいて、漁協所有の船舶で搬送することについては、地元のことなのでもう全然何ら

問題ないという回答をいただいています。ただ、安心・安全に搬送を行うための体制づくりであるとか、あと

軽症者の搬送というのが若干増えていることもあるので、その辺について取組のほうをお願いしたいという旨、

お話もありました。 

  今後、これ６年度以降の話にもなってくるんですが、モデルケースという形で策定したりとか、あとは神島

であるとか坂手など、高齢化や人口減少、また、搬送のことで動いていただける方がなかなか難しくなってき

ているところもありますので、そういうところについては、地区ごとの搬送方法というのを協議して進めてい

く必要があると感じています。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 やはり地域の協力とか、そういう体制というのが一番の重要なところになってくると思います

ので、やはり地域と助け合いをしながら、理解を得ながらきちっとした体制をしないと、やっぱり人命に関わ

ることですので、しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「関連で」の声あり） 

○南川則之委員長 関連で。 

  瀬﨑委員、どうぞ。 

○瀬﨑伸一委員 すみません。同じところの「また、」からで、今回初めて書いてもらったかなと思うんですけ

れども、覚知から病院収容までで平均で５４分。この数字を見ると、結構リアルに早いなというふうには感じ

るんですけれども、これって、ごめんなさい、教えてほしいのは、神島へ行った場合は多分もっとかかってん

のかな、坂手から来ればもっと短いのかなを平均している話じゃないのかなと思うんですけれども、各離島別

に大体というような、そんなような数字はないものですか。 

  できれば我々、実は行政常任委員会でそういうのをやっている中で、やっぱり覚知からできるだけ早く医療

の体制に持っていきたいというところを知りたいところもあって、結構ちょっと重要なところかなと思うんで、

ごめんなさい、数字なんですけれども。もしあれば教えてください。なければ、また後で教えてください。 

○南川則之委員長 勢力消防長。 

○勢力消防長 すみません。各離島の現在細かい数字自体は持っていませんので、また後日提出させていただき

ます。よろしくお願いします。 
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○南川則之委員長 瀬﨑委員、よろしいですか。 

○瀬﨑伸一委員 はい。 

○南川則之委員長 ほかに。 

  世古雅人委員、何ページですか。 

○世古雅人委員 ２６８ページの上段になります。消防水利整備経費ですけれども、この補助金で消火栓の格納

箱の設置をやっていますけれども、この内容というか、要望にどれぐらいあってどれぐらい応えられているの

かなという、その内容って分かったら教えてもらえますか。 

○南川則之委員長 大西係長。 

○大西係長 令和５年度に関しましては、１５町内会、自治会から要望がありまして、補助金の限度額に応じま

して要望のあった内容を精査いたしまして、できるだけ多くの町内会、自治会に応えられるように設置補助し

ております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 私がちょっと危惧というか、数が、要望が応えられているかどうかというのがやっぱり一番の

あれで、予算があるので、財源がやっぱりあって、それに全て応えられることはできないと私も思うんですけ

れども、その中で、要望がどれぐらいある中で応えられる部分がどれぐらいかなというのがちょっとお聞きし

たかったんですけれども。 

○南川則之委員長 大西係長。 

○大西係長 １５町内会、自治会等々要望あった中で、実際、各町内会の全部の要望には応えられていない部分

があります。格納箱に関しまして、ホースとかが入っている箱なんですけれども、町内会からの要望で場所に

よっては扉が取れてもうすぐに交換する箱もあれば、ちょっとのさび等でまだ使えるだろうと思われる格納箱

の要望等もありますので、そこら辺はこちらの精査の内容として精査しておりまして、令和５年度、積み残し

のあった分に関しましては、令和６年度に優先して補助するように対応しております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 やっぱり財源があるので全て思うようにいかんと思うんですけれども、できるだけこれも生命、

財産に関わることですので、今後要望というか、７年度にも反映、しっかりと対応してもらいたいと思います。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○世古雅人委員 はい。 

○南川則之委員長 ほか。 

  世古安秀委員。 

○世古安秀委員 関連ではないですけれども、同じところで、消防水利整備維持管理経費の中で、今回、防火水

槽を３基撤去して新たに２基造ったということですけれども、撤去したところへ造ったのか、それとも別々な

ところを撤去して新たなところへまた造ったのか、その辺をちょっとお伺いしたいと思います。 

○南川則之委員長 大西係長。 
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○大西係長 防火水槽撤去３基に関しましては、国崎町、松尾町、神島町、この３基の撤去になります。撤去の

理由としましては、漏水、雨水を利用しての保水対応の防火水槽でしたが、老朽化によりひび割れ等がありま

して、全く水がたまっていない状態、使用できない状態の防火水槽でありましたし、個人の私有地をお借りし

て設置していた防火水槽もありますので、要望もあったことに対しまして３基撤去しております。 

  新たに設置しました防火水槽、耐震性の防火水槽なんですが、大明西町の公園内と若杉町の多目的広場、こ

の２か所に耐震性の防火水槽を新たに設置しました。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 まだほかにもこういうところはあるかと思いますけれども、今後、計画的にこういう撤去のと

ころとか新たに設置しやないかんところとか、そういう計画はきちんと立てておられるんかどうかお願いしま

す。 

○南川則之委員長 大西係長。 

○大西係長 おっしゃられるとおり、耐震性の防火水槽を計画的にこれからも設置していく予定ではおります。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 また引き続いて、やっぱり重要なところですので、いざ火事も結構あちらこちらで起こってお

りますので、必要なところですのでよろしくお願いしたいと思います。 

  あともう一点、防火水槽を新しく造りましたけれども、この水というのはいざ災害が起きた場合に飲料水と

して使えるというふうな、そういうふうなことになっているか、それとももうただの生活用水でできるという

ふうなことなんでしょうか。その辺はどうですか。 

○南川則之委員長 大西係長。 

○大西係長 前年度新たに設置しましたこの２基に関しましては、消火用水としての防火水槽となりますので、

飲料用水とは使えない状態となっております。 

○世古安秀委員 はい、分かりました。ありがとうございます。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「あと１件だけ。同じページで」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 危険物屋内貯蔵所を造ったわけですが、危険物取扱責任者は何人おられますか。 

○南川則之委員長 大西係長。 

○大西係長 危険物屋内貯蔵所に関しましては、保安監督者１名が必要となっておりまして、現在、消防署に保

安監督者１名おります。そのほかに危険物取扱者数の人数としましては、ごめんなさい、今のところ手持ちの

ほうに数は拾っていませんので、また後日…… 

○尾﨑 幹委員 おるわけですよね。 

○大西係長 います。 

○尾﨑 幹委員 ほんだらもう大丈夫。１人おったらもう大丈夫やないですか。 
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○南川則之委員長 よろしいですか。 

○尾﨑 幹委員 はい、ありがとうございます。 

○南川則之委員長 ほかにございますか。ほかの、全体で。 

  戸上委員、どうぞ。ページ数言ってください。 

○戸上 健委員 ２６０ページ、総括部分の「地区を定め７０歳以上の一人暮らしの高齢者宅へ火災予防及び住

宅用火災警報器の設置についての啓発を実施し」という消防長の報告がありました。しかし、中事業について、

この詳細について説明はありません。欄もありません。非常に大事なことだというふうに思います。地区を定

めて７０歳以上の独り暮らし、火災警報設置について啓発したということですけれども、鳥羽市内全体でどれ

だけの地区にそれが行き渡り、また、件数どれだけあったか、これからどういう方向か説明してください。 

○南川則之委員長 松井消防署長。 

○松井消防署長 消防署長の松井です。よろしくお願いします。 

  市内を順番に計画立てて回らせてもらっておるんですけれども、令和５年度にあっては長岡地区のほうを回

らせてもらいました。対象人数が２６名みえまして、実施できたのが１８名となります。大体１０年ぐらいで

鳥羽市内回れるような計画を持っていまして、令和６年度は大明東と高丘町を予定しております。 

  以上です。 

○戸上 健委員 了解です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○戸上 健委員 はい。 

○南川則之委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため休憩いたします。午後１時から開始しますの

で、よろしくお願いいたします。 

（午前１１時４６分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  教育委員会の審査に入りますが、総務課、学校教育課、生涯学習課の順に審査を行います。委員並びに執行

部の皆様にはご承知おき願います。 

  初めに、教育委員会総務課の決算成果について、担当課の説明を求めます。 

  教委総務課長。 

○岡本教委総務課長 教育委員会、総務課の岡本です。よろしくお願いします。 

  決算の内容につきまして、決算成果説明書２７１ページから２７６ページ、決算に関する説明書は１６１ペ

ージから１７２ページとなります。 
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  それでは、決算成果説明書の２７１ページをお願いします。 

  まず、総括でございます。 

  総務課といたしましては、１年を通じ、定例教育委員会の開催をはじめ事務局の運営、教育行政全般におけ

ます事務を執行するほか、市内小学校７校、中学校４校、幼稚園１園の施設の維持管理を行って、安心・安全

な学校施設の管理運営と教育環境の充実に努めました。 

  新たに実施した事業といたしましては、学校統合再編を控え、建築から相当の年月が経過いたしました鳥羽

東中学校校舎の１階部分の内装改修などを中心といたしました大規模改修工事に着手するほか、運行するスク

ールバス全てに置き去り防止安全装置を設置するなど、安心・安全な環境整備に努めております。 

  予算執行を伴わない事業といたしましては、令和８年４月の加茂中学校と鳥羽東中学校との学校統合再編を

見据え、令和６年度から令和７年度までの２か年度に限り採用いたします学校選択制のための事前調査の実施、

あと説明会の開催、あと鳥羽市小中学校統合計画、これ令和３年度から令和１２年度までなんですけれども、

に掲げております答志中学校の学校統合再編に関しましても、保護者の皆様を対象としたアンケート調査、そ

れと調査結果の報告も踏まえました懇談会を開催するなど、統合計画の目的と、あと教育委員会の考え方とい

うのを改めてお示しさせていただきました。 

  また、スクールバスの運行に関しましては、令和５年６月の豪雨で発生した冠水によって、エンジントラブ

ルを起こしましたので、それを教訓に学校現場、運行事業者の声も聞きながら、運行管理規程、運行マニュア

ルを策定するなど、より安心・安全な運行管理の向上に努めました。 

  それでは、教育委員会総務課が所管する事業につきまして、主なものをご説明させていただきます。 

  決算成果説明書の２７１ページの下段、９款教育費、項１教育総務費、目１教育委員会費の予算額は

２６３万４,０００円で、決算額は２５５万５,０００円となっております。 

  中事業、教育委員会運営管理業務の業務内容につきましては、前年度とほぼ変わりはございませんので、説

明は割愛させていただきます。 

  続きまして、決算成果説明書の２７２ページの中段、項１教育総務費、目２事務局費の予算額は

９,１９６万８,０００円で、決算額は９,０６５万２,０００円となっております。 

  中事業の事務局運営業務の内容といたしましては、主に教育委員会事務局職員の人事、給与、福利厚生等の

管理を行っております。決算額は前年度より７,８１２万６,０００円の減額となっておりますけれども、退職

者に支給する退職手当が大幅な減額となったことが大きな要因となっております。 

  続きまして、決算成果説明書の２７２ページの下段から２７４ページの上段にかけての項２小学校費、目

１学校管理費の予算額は１億５１９万８,０００円で、決算額は９,２３１万８,０００円となりました。 

  中事業、小学校管理業務では、市内の小学校７校におけます安心・安全で快適な教育環境の整備を図るため、

学校施設の補修や改修に着手するほか、スクールバスへの置き去り防止安全装置の設置などを行いました。ま

た、教職員のスムーズな職務の執行を促す統合型校務支援システムの運用も開始をいたしました。 

  中事業の決算額といたしましては、人件費などは減少はしておりますけれども、工事請負費で答志小学校屋

外照明施設改修工事などを予算執行するなど、決算額は前年度と比べて７１万５,０００円の増額となってお

ります。ここの主な財源は、県補助金の学校安全特別対策事業費補助金、それと教育施設整備事業債となって



－43－ 

おります。 

  続きまして、決算成果説明書は２７４ページになります。 

  項３中学校費、目１学校管理費の予算額は６,６９９万円で、決算額が６,３６５万５,０００円となってお

ります。 

  中事業、中学校管理業務でございますけれども、ここも市内の中学校４校におけます教育環境の整備、それ

と校舎の補修とか改修工事に着手し、スクールバスへの置き去り防止安全装置の設置などを行いました。令和

５年度は、鏡浦地区と長岡地区から休日のクラブ活動に参加します生徒の交通の利便性を向上させるというこ

とを目的としまして、スクールバスの運転業務の委託も実施をさせていただきました。ここでも小学校管理業

務と同じく、教職員のスムーズな職務の執行を促す統合型校務支援システムの運用を開始しております。決算

額は前年度と比較をしまして、設計、測量等業務とかと、あと工事請負費等が減少となったことで、

１,２５６万１,０００円の減額となっております。 

  中学校管理業務での主な財源といたしましては、県補助金の学校安全特別対策事業費補助金となっておりま

す。 

  続きまして、決算成果説明書２７５ページの下段、項３中学校費、目３学校建設費の予算額は１億

７,８６３万１,０００円で、決算額は１億６,４９３万４,０００円となりました。ここの鳥羽東中学校大規模

改修事業でございますけれども、冒頭に申し上げましたように、令和５年度はこの学校統合再編を見据えて、

鳥羽東中学校校舎の１階部分の改修に取りかかりました。あと照明機器の取替えとか、給排水設備の改修、多

目的トイレの設置、あと空調設備の設置などを行っております。 

  ここの中事業の経費といたしましては、工事請負費と工事に係る管理業務委託料となっておりまして、主な

財源は学校施設環境改善交付金と市債となっております。 

  次に、決算成果説明書２７６ページの項４幼稚園費、目１幼稚園費の予算額は３,２９６万円となりまして、

決算額は３,２７３万６,０００円となっております。 

  中事業の幼稚園管理業務でございますけれども、決算額は前年度と比べまして２８９万３,０００円の減額

となりました。令和５年度のかもめ幼稚園では、幼稚園職を会計年度任用職員が担うということと、あと、運

営体制に変化が生じたことで人件費が減少しております。 

  主な経費といたしましては、幼稚園の運営に必要な需用費、あと送迎バスの運転業務に係る委託料、あと管

理備品の購入費というのが中心となっております。 

  主な財源は、預かり保育に係る国県支出金などとなっております。 

  以上、総務課の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  ２７１ページの総括から２７６ページまでの範囲、教委総務課の全事業についてご質疑はございませんか。 

  よろしいですか。 

  山本哲也委員。ページ数言ってください。 

○山本哲也委員 ２７６の幼稚園管理業務です。 

  ここで聞いていいのかな。幼稚園、今これ園児数書いていただいておりますけれども、ちょっと寂しい状況
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かなというふうに思います。健康福祉のところで保育所の話も出てきておりましたけれども、幼稚園に入る子

がちょっとでも増えれば、保育所に行く子は減ってくると考えますと、やっぱりここをもうちょっと伸ばして

あげるというのもありなのかなというふうに思うんですけれども、この辺、入園に当たるところのアプローチ

というか、その辺はどのようにして、令和６年度の入所はちょっと少なかったなと思うんですけれども、その

辺がどう結びついているかとか、その辺は教育委員会、どのように把握していらっしゃいますか。 

○南川則之委員長 岡本課長。 

○岡本教委総務課長 ありがとうございます。 

  山本委員、令和２年１２月に幼稚園の園児数がだんだん減っている中、今後どうしていくというふうな一般

質問をいただいております。そのときは、認定こども園というのも将来的には考えていくべきかなというふう

に思うということは、答弁をさせていただいたと思います。 

  今、幼稚園の現場サイド、園長も含めいろいろ話をしている中で、やはり少しでも幼稚園のほうに来てもら

うようにということで、例えば預かり保育の期間をちょっと長くするとか、今の規定より、そういった工夫も

していけばどうかなというような話もいただいていますし、やはりそういうふうな考え方というのを近隣市町

も参考にしながら、いろいろちょっと試していくのもいいのかなというふうには思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 山本哲也委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  多分、教育委員会のほうにも届いているとは思うんですけれども、各時期時期にあるお楽しみ会の後のアン

ケートですとか、そういったのを読んでいただきますと、本当、親御さんらからすると幼稚園に預けてよかっ

たですとか、子供たちが幼稚園で輝く姿とかというのを本当に感動して、先生ありがとうございますとかとい

う言葉がすごく多いアンケートになっています、毎回毎回。 

  ぜひその辺もしっかり、これから預けようとする方にもその辺の思いですとか、幼稚園で一体どういうこと

がされているんだろうとかというところが伝わるようになれば、少しでも多くの方が幼稚園を選んだりするん

じゃないかなと思いますし、本当、現場の先生ら本当に思いとか愛情を持って対応していただいていますんで、

何とかその思いが報われるように、もうちょっとかもめ幼稚園がにぎやかになることを願っていますんで、ぜ

ひよろしくお願いします。 

○南川則之委員長 要望でよろしいですかね。 

（「関連で」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ちょっと教えてほしいんですけれども、これ登録幼児２０人ですよね。ほいで開園日数が

２２９日、利用でいくと全員出ておったら４,５００ですよね。そのうちの利用数は１,５９８となっておるん

です。これかなりやっぱり休まれる子供たちが多いということで理解させてもうていいんでしょうか。 

（何事か発言する者あり） 

○南川則之委員長 預かりのこと。 

○尾﨑 幹委員 預かりか、これ。ごめん。すみません、申し訳ない。 
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  ほんで、もう一つだけちょっといいですか。 

○南川則之委員長 尾﨑委員、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 ２７３ページ、これ令和５年度の鳥羽小学校の件なんですけれども、３年、４年トイレ外壁の

修理工事してもうておるんですけれども、何回か行く、鳥羽小学校がありまして、廊下の継ぎ目はもう全部が

雨漏りの対象になっておるように思って、先生には言わしてもうたんやけれども、造りがそうなんかも分から

ん、やっぱり天井の草を取らへんだら、雨樋に入る口自体がふさがれておる可能性がいつもあるんですね。ご

存じやと思うけれども、廊下の色が変わり始めておる部分もありますので、これやっぱり先生がごみ取りせな

いかんのか、そういう部分をもうちょっと見たってもらえればありがたいと思う。これ要望です。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ほかに。 

  瀬﨑委員、どうぞ。 

○瀬﨑伸一委員 同じところというか、小学校管理業務についてお伺いします。 

  小学校、中学校ともなんですけれども、抗菌・抗ウイルスのコーティングをやらなかったということで、不

用額が計上してあるという資料を頂いていると思うんですけれども。 

  １,２００万円、小学校のほうやと不用額で出ているんですけれども、何かほかに、コーティング用に委託

料を見ていたのを違うところに使うというのはできないのかも分からんのですけれども、これほかにいろいろ、

先ほどの指摘でもないですけれども、いろいろ学校ごとに小さいこと、大きいこと、不具合もあるところもい

ろいろあるのかなとも思うんですけれども、そういうのに回すという検討はされなかった、できないものなん

かな。ごめんなさいね。そこも分かっていなくて聞いているんですけれども、すみません。 

○南川則之委員長 岡本課長。 

○岡本教委総務課長 予算の執行残額というのはもちろんあるんですけれども、その中でもやはり学校のほうか

らどこどこが調子が悪いとか、緊急的なものがあります。もちろん緊急的なもの、あと危険性があるものとか、

そういうのはもちろんすぐに財務当局と相談をさせていただいたり、そんなんをしながら流用をしたり対応さ

せていただいております。まだまだ学校の要望とかも多い中、まだ不十分なところもありますけれども、もう

順次予算要求もしながらいろいろ対応もしているかなというふうには感じております。 

  以上でございます。 

○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 恐らくそういう答えだろうという予測だったんですけれども、そこの点については分かりまし

た。 

  ここ、同じことの中でちょっと違うこと聞いてもいいですか。 

○南川則之委員長 はい、どうぞ。 

○瀬﨑伸一委員 置き去り防止安全装置、いろんな一件からの動きだったと思うんです。予算のときにも質問が

出たんじゃなかったかなと思うんですけれども、うまく運用できていますか。何かちょっとやり方をこうする

ああするという工夫のような説明も予算のときに受けたかなと思うんですけれども、特に不具合等はありませ

んか。 
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○南川則之委員長 岡本課長。 

○岡本教委総務課長 置き去り防止の安全装置、不具合はございません。エンジンを切ったときにブザーが鳴っ

て、そのブザーを止めるためには運転手の方が後ろまで行かないかん。もうそのときに全てを確認ができると

いうふうな仕組みになっていますので、不具合等はございません。 

  以上です。 

○瀬﨑伸一委員 ありがとうございます。 

○南川則之委員長 瀬﨑委員、よろしいですか。 

○瀬﨑伸一委員 はい。この部分は、僕はこれでいいです。 

  ちょっと違うところでも一つ聞きたいところがあるんですが。 

○南川則之委員長 どうぞ。ページ数言ってください。 

○瀬﨑伸一委員 いいですか。 

  同じような話なんですけれども、今度は２７５、鳥羽東中学校大規模改修事業についてお伺いします。 

  これも入札差金による不用額１,３６９万７,０００円が計上されているんですけれども、１億何千万円とい

うところの１,０００万円なら、そんなものと言われればそうかなとも思うんですけれども、せっかくこれだ

け１,０００万円、今、資材等々高騰している中で、想定よりもお金がかかっていきましたということのほう

が多い中、１,０００万円超の分の差金が出てくるということは、やりたくてやらへんかったことがあるのか、

数年計画なんでそれを次の年に回したとかという話なのか、ちょっと何か差金が大き過ぎる気がするんですけ

れども。大丈夫という答えが欲しいんです。 

○南川則之委員長 岡本課長。 

○岡本教委総務課長 委員ご指摘のように、差金は非常に大きいかなと。元の額が大きいものでそうなりますけ

れども、それはしっかり入札もさせていただいて、適正な契約もさせていただいておりますので、問題はござ

いません。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○瀬﨑伸一委員 はい。 

○南川則之委員長 入札の残ということですよね。 

  ほかに。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 ないようですので、説明員入退室のためしばらくお待ちください。 

（午後 １時１９分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時２２分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、学校教育課の決算成果について、担当課の説明を求めます。 

  学校教育課長。 

○小林学校教育課長 学校教育課長、小林です。よろしくお願いします。 
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  学校教育課が実施しました事業につきまして説明いたします。 

  決算成果説明書は２７７ページをご覧ください。 

  総括といたしまして、学校教育課では外国語教育やＩＣＴ教育の推進、児童・生徒の学力向上、海洋教育や

郷土学習の充実など、子供たちの未来の礎となる事業展開を行い、学校運営協議会やコミュニティ・スクール

ディレクターの配置により、地域とともにある学校づくりの推進を図りました。 

  また、経済的及び地理的要件による補助や扶助を行うとともに、学校給食食材の価格高騰による影響が及ば

ないように、全ての児童・生徒が等しく就学できる環境整備に努めました。 

  新たに実施した事業といたしましては、子供たちの成長の節目となる小・中学校への入学並びに中学校卒業

後の準備に係る保護者の経済的負担を軽減するため、新入生応援金を支給しました。 

  また、学校等と保護者間の連絡ツールの新システムを導入し、データ配信やアンケート等の新機能が活用で

きるようになりました。 

  そのほか、中学校の部活動指導員を４年度より１人増の５人を配置し、学校教育活動の充実及び教職員の働

き方改革による時間外勤務の縮減を図り、寄附金を活用して鳥羽東中学校フェンシング部に必要な備品を整備

しました。 

  予算を伴わない事業につきましては、給食献立の協議や食育、地産地消の推進を図るために給食調整会議を

開催し、鳥羽が好きふるさと給食では、自然豊かな鳥羽の食を通して生産者の思いを伝え、郷土愛を育む環境

づくりに努めました。 

  また、中学３年生の高校進学に係る修学支援として、御木本奨学金、西村百合子奨学金の申請及び交付等の

事務手続に協力しました。 

  それでは、個々の事業につきましてご説明いたします。 

  ２７７ページ下段をお願いします。 

  ９款教育費、１項教育総務費、目２事務局費につきましては、予算現額４５５万４,０００円、決算額は

４４５万１,０００円となります。 

  ２７７ページ下段から２７８ページ上段、事務局運営業務につきまして、主な経費といたしまして、会計年

度任用職員２名の報酬となります。学務係の事務補助職員として１名、教育支援センターＨＡＲＰの指導員と

して１名を配置しました。 

  ２７８ページ中段をお願いします。 

  ９款教育費、１項教育総務費、目３教育振興費につきましては、予算現額４,７７４万３,０００円、決算額

は４,６４４万３,０００円となります。 

  主な項目について説明いたします。 

  ２７８ページ中段から２７９ページ上段、教育支援事業につきましては、予算現額１,６６６万９,０００円、

決算額は１,６６０万８,０００円となります。 

  様々な理由により不登校など学校生活に悩みを持つ児童・生徒の実態に即した指導や支援を行い、児童・生

徒へ生活指導や学習支援を行いました。相談の状況については、記載のとおりとなっております。また、小・

中学校への入学並びに中学校卒業生３０４名を対象に、新入生等応援金を支給しました。 
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  ２７９ページ中段、外国語教育推進事業につきましては、予算現額１,５５５万８,０００円、決算額は

１,５４３万８,０００円となります。 

  かもめ幼稚園及び市内小・中学校に外国人英語指導助手ＡＬＴ３人を派遣し、園児や児童・生徒のコミュニ

ケーション能力の向上と国際感覚の育成を充実させることができました。また、児童・生徒の英語への親しみ

や興味、関心を引き出し、意欲の向上を図るため、英検Ｊｒ及び英語検定について公費による受検を実施しま

した。市内の小学６年生と中学２年生については全員が受検、中学１年生、中学３年生は希望者による受検と

なり、中学校３年生で英検３級相当の力があると思われる生徒については、令和５年度は４５.７％でした。 

  ２８０ページから２８１ページ上段、教育振興事業につきましては、予算現額４２７万２,０００円、決算

額は４０７万９,０００円となります。 

  学校運営協議会やコミュニティ・スクールディレクターの配置により、地域とともにある学校づくりの推進

を図りました。また、保護者向けメール配信システムのサポート終了に伴い、学校等と保護者間の連絡ツール

として後継システムを導入しました。 

  ２８１ページ下段をお願いします。 

  寝屋子の島留学事業につきましては、予算現額７６万円、決算額は５７万４,０００円となります。 

  孫留学１人、家族留学３人を受け入れ、次年度に向けて協議やＰＲ活動を行いました。 

  主な経費は、寝屋子の島留学実施委員会への補助金５７万４,０００円となります。 

  ２８２ページ上段、海洋教育推進事業につきましては、予算現額５６万６,０００円、決算額は４９万

７,０００円となります。 

  海に関する校外学習や郷土学習について、各学年に応じた海洋教育のカリキュラムを行い、各校において鳥

羽市水産研究所などの拠点施設への見学をはじめ、学芸員を招いての出前授業などを実施し、持続可能な海洋

教育の推進を図りました。 

  同ページ中段、学校安全総合支援事業につきましては、予算現額１０４万８,０００円、決算額は９４万

９,０００円となります。 

  防災・減災教育について、教職員や指導者に向けた講演会を開催し、学校防災アドバイザーの指導、助言の

下、児童・生徒が主体的に防災・減災に取り組む活動を行いました。また、防災リーダー的役割を果たす教員

を養成するため、南三陸町、震災遺構大川小学校訪問等、東日本大震災被災地を視察し、防災・減災教育を推

進しました。 

  同ページ下段、高校生修学支援事業につきましては、予算現額３９７万６,０００円、決算額は３４０万

９,０００円となります。 

  この事業は、離島の高校生を持つ世帯に対し、経済的な支援を目的として、通学や下宿の費用を一部負担す

るものです。また、鳥羽高等学校へ通学する生徒への支援も行っています。主な財源としましては、離島高校

生修学支援費補助金を活用しております。 

  続きまして、９款教育費、２項小学校費、目１学校管理費につきましては、予算現額２,９６２万

５,０００円、決算額は２,８９８万円となります。 

  ２８３ページ上段、小学校管理業務につきましては、市内小学校に特別支援教育支援員を４年度より１名増
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の１７人を配置し、学校における日常活動の介助や学習活動等のサポートを行い、児童の自立に向けて支援を

行いました。 

  主な経費は、会計年度任用職員報酬費等２,８９４万円、主な財源は、ふるさと創生基金繰入金２,８８１万

６,０００円となります。 

  同ページ中段をお願いします。 

  ９款教育費、２項小学校費、目２教育振興費につきましては、予算現額２,２１１万３,０００円、決算額は

１,９５４万１,０００円となります。 

  主な項目について説明いたします。 

  ２８４ページ中段をお願いします。 

  活力ある学校づくり推進事業につきましては、予算現額１８２万５,０００円、決算額１４５万４,０００円

となります。 

  市内各小学校では、地域と連携した体験や地域を学ぶ取組を行うなど、特色ある学校事業を実践させること

により児童の活力を引き出し、地域に開かれた学校づくりの推進を行いました。各小学校の主な活動内容につ

いては、記載のとおりです。主な財源といたしましては、ふるさと創生基金繰入金８８万６,０００円となり

ます。 

  ２８５ページ中段をお願いします。 

  就学援助事業につきましては、予算現額７２６万円、決算額５６８万２,０００円となります。 

  経済的理由により就学に支障を来す児童の保護者に対して、就学に関する経済的援助を行いました。小学校

における５年度の対象児童数は、全児童数５９４名に対して１２８名であり、２１.５％が対象となっていま

す。また、地理的条件のため遠距離通学をしている児童の保護者に対し、経済的負担の軽減を図るため、遠距

離児童通学費として２１４万円を支出しております。 

  ２８６ページ中段をお願いします。 

  ９款教育費、３項中学校費、目１学校管理費につきましては、予算現額９８１万１,０００円、決算額は

８８７万３,０００円となります。 

  ２８６ページ下段から２８７ページ上段、中学校管理業務につきましては、鳥羽東中学校へ４年度より１人

増の部活動指導員５人を配置し、教職員の時間外労働の縮減と生徒への専門的な指導を行うことができました。

また、市内中学校に特別支援教育支援員４人を配置し、学校における日常活動の介助や学習活動等のサポート

を行い、生徒の自立に向け支援を行いました。 

  主な経費としましては、会計年度任用職員報酬として、部活動指導員１１９万７,０００円と支援員

７６６万４,０００円となります。主な財源は、ふるさと創生基金繰入金７７７万円となります。 

  ２８７ページ中段をお願いします。 

  ９款教育費、３項中学校費、目２教育振興費につきましては、予算現額１,８９６万円、決算額は

１,６７３万円となります。 

  主な項目について説明いたします。 

  ２８８ページ中段をお願いします。 
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  活力ある学校づくり推進事業につきましては、予算現額１２９万７,０００円、決算額１０９万２,０００円

となります。 

  小学校と同様に、市内各中学校では地域と連携した体験や地域を学ぶ取組を行うなど、特色ある学校事業を

実践させることにより生徒の活力を引き出し、地域に開かれた学校づくりの推進を行いました。各中学校の主

な活動内容については、記載のとおりです。 

  主な財源としましては、ふるさと創生基金繰入金９９万８,０００円となります。 

  ２８９ページ中段をお願いします。 

  就学援助事業につきましては、予算現額７８９万１,０００円、決算額６７８万８,０００円となります。 

  経済的理由により就学に支障を来す生徒の保護者に対して、就学に関する経済的援助を行いました。中学校

における５年度の対象生徒数は、全生徒数３３５名に対して８４名であり、２５.１％が対象となっています。

また、地理的条件のため遠距離通学をしている生徒の保護者に対し、経済的負担の軽減を図るため、遠距離生

徒通学費として７３万１,０００円を支出しております。 

  ２９０ページをお願いします。 

  ９款教育費、６項保健体育費、目２保健体育振興費につきましては、予算現額１,７７６万５,０００円、決

算額は１,５８０万円となります。 

  小中学校（園）保健振興事業につきましては、学校保健安全法に基づき、園児、児童・生徒及び教職員の健

康保持と増進を図るため、各機関の協力の下、健康診断、各種検査を行いました。 

  また、学校生活において子供たちが安全・安心な環境の下、学びの充実を図ることができるよう、必要な備

品や消耗品を購入しました。 

  ２９１ページをお願いします。 

  ９款教育費、６項保健体育費、目４学校給食費につきましては、予算現額９,８６４万５,０００円、決算額

は９,７１０万９,０００円となります。 

  学校給食運営事業につきましては、学校給食法に基づき、児童・生徒の心身の健全な発達を目的とし、栄養

バランスの取れた学校給食を提供し、食育の推進を図りました。令和５年度も２学期、３学期の２回、自然豊

かな鳥羽のよさを食を通して鳥羽を愛する心を育むために、鳥羽が好きふるさと給食を実施しました。 

  また、経済的な理由により就学が困難な児童・生徒の保護者に対し、学校給食の援助を行い、給食食材の高

騰に伴う賄い材料費については、ふるさと創生基金繰入金を活用し、児童・生徒や保護者に影響が及ばないよ

うに対応しました。 

  主な経費としましては、光熱水費９７９万８,０００円、各調理場の学校給食調理業務委託６,０１５万

４,０００円、準要保護児童生徒就学援助費の給食費９５７万７,０００円となります。 

  以上、学校教育課の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○南川則之委員長 説明が終わりました。 

  小林課長、いつも指導係長とか主査とか同席してもらって、現場の声も聞かせてもらっていたと思うんです

けれども、今回は３人で対応できるということですかね。頑張れると。 

  教育長。 
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○小竹教育長 すみません。小林課長、昨年まで学校現場におりましたので、非常に現場の感覚、嗅覚が鋭いと

いうことで、学校現場の声も出していただきます。よろしくお願いいたします。 

○南川則之委員長 分かりました。 

  それでは、進めさせていただきます。 

  ２７７ページの総括から２８２ページ下段、高校生修学支援事業までの範囲でご質疑はございませんか。

２８２までです。 

  世古雅人委員。ページ数言ってください。 

○世古雅人委員 ２７９ページ、外国語教育推進事業についてお聞きします。 

  鳥羽市は英語教育に力を入れるという姿勢で取り組んでいただいていますけれども、外国人英語指導員、Ａ

ＬＴですか、近隣でも取り組んでもらっているかなと思うんですけれども、この指導助手が３人ということで

すけれども、伊勢市とか志摩市の派遣人員との割合的なところとして鳥羽市がどうなのかという内容で、もし

分かりましたらお聞きします。 

○南川則之委員長 小林課長。 

○小林学校教育課長 ＡＬＴですけれども、志摩市は現在６人、伊勢市は１８人という形になっております。学

校数も違いますので、一概には比較できないんですが、鳥羽市は学校数が１１校、志摩市は学校数は１３校、

伊勢市は学校数は３２校という形になっております。 

  現状といたしましては、ＡＬＴは今、小学校、中学校とも基本週１回行っている状況です。教育委員会とい

たしましては、小学校は少なくとも週２回いていただけたらなと思っておりますので、なかなか増やすことは

難しいかとは思うんですけれども、もう少し人数がいると外国語教育もさらに推進できるかと思っております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 この人数が十分かとか不足しているかというのはなかなか難しいと思うんですけれども、英語

教育に力を入れていく、そしてそういった方針の下、じかに外国人の方から直接触れ合って英語とかそういっ

た話が直接聞ける、こういう機会というのは大変貴重やと思われるので、やはりいい事業やと思います。です

ので、こういったところを今後充実のほうにまた結びつけていただければなということもありますので、その

辺また今後検討というか、十分に結びつけていただきたいと思います。 

○南川則之委員長 要望ということでよろしいですか。 

○世古雅人委員 はい。 

○南川則之委員長 外国語教育推進事業の関連でもいいし、ほか２８２ページまでです。 

（「いいですか、続けて」の声あり） 

○南川則之委員長 どうぞ、世古雅人委員。ページ数言ってください。 

○世古雅人委員 ２８２ページ、これぜひとも聞きたかったんですけれども、学校安全総合支援事業、ここで私、

令和５年の補正予算、初めて議員になったときにこの予算が出てきて、前課長やったと思うんですけれども、

防災リーダー的役割を果たす教員を南三陸や大川小学校に訪問して、東日本大震災の教訓を学んでくるという

視察に行って、その教育をどのように鳥羽市に帰ってきて、他の学校の教職員の方々とか学校教育現場で生か
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していくかということを尋ねたときに、訪問した教職員がしっかりと鳥羽の学校現場で伝えていきますという

答弁をいただいたので、どういった、講演会とか、いろんな伝え方とか、そういったことがされたのかなとい

うことで、もしあれば教えてください。 

○南川則之委員長 小林課長。 

  リード部分にも書いてありますので、その辺のところを説明してあげてください。 

○小林学校教育課長 市内の教育関係者６名の教職員に南三陸町や震災遺構大川小学校を訪問していただいて、

これ８月でしたが、その後に各先生方がそれぞれパワーポイントで資料を作成して、それをアップして、それ

をまた皆さん６人の方でそれぞれ自分の学校に合ったように編集して、ある小学校ではもう８月のうちに校内

研修の中で行ってきたことを還流報告して、９月の防災月間ですので、そのときに子供に向けてもそのパワポ

資料を使って授業をしたという事例があります。 

  市全体への還流は、１２月に還流報告会という形で各小・中学校の先生に呼びかけ参加をしていただいて、

行った方１名でしたけれども、パワポ資料を用いて、「海とともに生きる」というテーマで還流報告をしてい

ただきました。 

  その後、もう一度還流報告会、２月に企画しておったんです。３名の方の還流報告という形で企画しておっ

たんですが、能登半島地震がありまして、そこに学校支援チームとして派遣された鳥羽小学校籍の今、県の指

導主事なんですが、その方の還流報告でありますとか、市の総務課の防災危機管理室の澤田さんも行っており

ましたので、そちらのほうからのお話という形でちょっと変えさせていただいて、残りの３名の方の還流報告

がちょっとできないという状況にはなったんですが、そのような形で市内全体に対して還流をしております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 県の事業で行ったと思うんですけれども、せっかく行ってそういう教訓を学んできた。それを

生かすことを、そういったところを有効にしていただきたいなということで聞かせていただきました。 

  それと、そういったところを生かして、これは要望というか、以前から私も発言させてもらっているんです

けれども、防災危機管理室と連携を図って、学校での防災教育は川口先生でやっているんですけれども、市独

自というか危機管理室と連携して、タウンウォッチングとか、以前も何度も言わせてもらっていますけれども、

海抜表示を貼っていくとか、そういったことをやっていただきたいなと。これは要望ですけれども。私も２度

か３度言わせてもうておるんですけれども、これはすごくいいことやなと。私やったときもそういうことをや

っていましたもので、よろしくお願いします。 

○南川則之委員長 要望でよろしいですか。 

○世古雅人委員 要望です。 

○南川則之委員長 学校安全総合支援事業の関連でもいいし、ほか。 

（「さっきの関連」の声あり） 

○南川則之委員長 言うてください。山本哲也委員。 

○山本哲也委員 外国語教育推進事業のところで、先ほど課長、理想は週に２回できたらということをおっしゃ

っていただいたと思うんですけれども、それをするためにはＡＬＴは何人必要になりますか。 



－53－ 

○南川則之委員長 小林課長。 

○小林学校教育課長 少なくとも４名は必要かと思われます。 

○南川則之委員長 山本哲也委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  ということは、もう一人増えるのが理想であるということですね。 

  割り返してみますと、大体１人当たり４８５万円ぐらいかかってくる感じになるかなと思うんですけれども、

今、我慢しているのが現状であるということやと思いますけれども、教育長に聞きたいんですけれども、これ

はもう一人かけてでも、教育委員会の理想を通すべきな感じですか。それとも我慢できる感じですか。 

○南川則之委員長 教育長。 

○小竹教育長 先ほど志摩市との比較の中で、ほぼ学校数が同じですが、ただ、学級数は鳥羽市の場合半分以下

でございます。複式のところもありますし、多くても１学級規模になっていますので。ですので、学校数から

いうと、志摩市とそんなに遜色ない配置だろうというふうに思っております。 

  それから、うちの場合は幼稚園にも派遣させていただいていますので、これはほかの市町にはない特色かと

思っております。 

  それで、これ増やすことにつきましては、それは多いにこしたことはないと思うんですけれども、今度、逆

に小学校はカリキュラムを持っているものですから、そこへＡＬＴが入ってきて、そのカリキュラムをどうや

ってこなしていくかということで、またもう一つの課題になってきまして、ＡＬＴが来て授業をこなしてもら

えばいいというものでもないというふうに考えています。 

  ですから、その辺の活用の仕方も考えながら、ＡＬＴの数が適正かどうか、それからただ単に授業で英語を

覚えるだけではなしに、異文化共生ということで、アメリカ人ばかりではありませんので、ほかの国の文化も

きちんと吸収できるようなカリキュラムを組んだ上で、その人数が適正かどうかというところをこれからしっ

かり見極めていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 山本哲也委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  少しでも教育委員会の理想とする教育に近づけるように、しっかりカリキュラム組んで、理想の人数を配置

していただけるように頑張ってください。 

  以上です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

  坂倉委員。 

○坂倉広子委員 ２７８ページの教育支援事業についてお伺いします。 

  子供さんのいろいろ相談に、件数の内容についてのこのグラフを見て質問をさせていただきます。 

  個別面談、令和５年度の数字、そして中学校の個別面談の数字が大変大きくなってきていると思うんですけ

れども…… 

○南川則之委員長 坂倉委員、グラフと違って表でいいんですね。 
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○坂倉広子委員 失礼いたしました。 

  グラフじゃなくて数字が書いてある表なんですけれども、この中で不登校の５８５という数字を上げておら

れますが、このような対応について、どのように令和５年度は進められてきたのか、ちょっとお伺いしたいと

思います。 

○南川則之委員長 小林課長。 

○小林学校教育課長 令和５年度の相談内容の内訳の中で、不登校の５８５でありますが、集団不適応１７４と

いう数字が令和４年度に比べて多くなっている。ここは実際の相談件数８６８というのは、重複した数を数え

ておりますので、１人相談の中で不登校であるとか、友人関係とか、あと学力不振とかというふうな形で相談

すると、三つカウントされていくわけなんですね。ただ、実際この数字が示しておりますとおり、不登校とい

うのが今喫緊の課題となっております。 

  不登校の考え方は、社会的自立を目指すということが大前提にあるんですけれども、学校復帰ということも

考えなければいけないものであります。そういった点で、無理やり学校に戻すというものではなくて、教育支

援センターＨＡＲＰの職員がいろいろと対応をしながら、今なら学校にまだ近づけるタイミングでありますと

か、今はまだちょっと登校刺激を与えないほうがいいであろうという専門的な見立てのもと、学校復帰を目指

して頑張っておるところです。 

○南川則之委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。 

  ＨＡＲＰの先生方と対応しながら、気づきに対応していただいているということなんですけれども、このと

ころというのが大変子供の数というんか、人数が少なくなっているからこそ、一人一人に対する目線というの

がとても大事になってきているかと思います。 

  そして、以前一般質問で、東員町が取り組まれているアドボカシーというか、子供の声を聞く、そしてキャ

ッチするということがとても重要になってくるかと思いますので、特にまたこの９月から新学期が始まった中

ですので、子供のＳＯＳの声を本当に聞いてあげてほしいなと思います。また、学校が楽しくなるような、学

校へ行きたいという子供さんたちが増えてくるように努力していただきたいと、このように期待しております。

よろしくお願いいたします。 

○南川則之委員長 要望ということですね。 

  ほかに、関連はございますか。関連以外でも結構です。２８２までです。 

  濱口委員。ページ数言ってください。 

○濱口正久委員 ２８２ページの上段です。 

  海洋教育推進事業について、ちょっと確認と成果のほうでお伺いしたいと思います。 

  予算のほうでこれ出てきたときに、今年度カリキュラムを中学校２年生まで広げるというお話があったかと

思うんですけれども、それが今２０ぐらいコンテンツがあって、推進していくということだったんですけれど

も、あまりここへ書かれていないんで、それはもう実際行われたんでしょうか。 

○南川則之委員長 小林課長。 

○小林学校教育課長 コンテンツにつきましては、令和４年度と令和５年度は実際は同じで、今年度の令和６年
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度は大きく見直して精選しております。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 今年度、範囲は中学校２年生まで広げられたのかどうなのかという。 

（「３年生」の声あり） 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  これ予算書にそう書かれていたので確認の意味と、それと、そのときに話しされていたのは、パラオと英語

によるオンラインの交流事業をやるというふうなことを言っていたんですけれども、それが書かれていないの

で、まずはそれを、中学校とのオンラインをやったのかどうなのかということをちょっとお尋ねしたいんです

けれども。 

○南川則之委員長 教育長。 

○小竹教育長 教育長、小竹です。 

  昨年度の段階では、パラオとはリモートの交流から始めるということでスタートしたんですけれども、リモ

ート交流、実際は１回もしておりません。その代わり、今年度の予算になってしまいますけれども、実際に生

徒を派遣したと。そこのところで、準備段階でリモートはしたということですので、昨年度は準備段階の中で

はリモートの事業は行えませんでした。相手方の都合もあるんですけれども、こちらが強く要望しましたけれ

ども、実現いたしませんでした。 

  以上です。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 気になったのは、予算のときにそういう話を一生懸命されていて、調整していくということで。

この感覚でいくと時差もなくうまくやれるんじゃないかというところと、オンラインですのでそんなに難しく

ないのかなということがあって、今お聞きしたかったんですけれども。 

  相手側の都合もあって調整できなかったということでありますけれども、今回、その後派遣されたというこ

ともありますので、こういうようなことというのは、ぜひともやれることはどんどんやっていただきたいなと

思いますので、しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

○南川則之委員長 継続してということですね。 

○濱口正久委員 はい。 

○南川則之委員長 関連も含めて、ほかでもよろしいので、２８２ページの下段までです。 

  よろしいですか。 

  戸上委員、よろしいですかね。 

（「結構です」の声あり） 

（「１点だけお願いします」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員。ページ数。 

○尾﨑 幹委員 海洋教育、これ…… 

○南川則之委員長 今のところですか。関連ということですね。 
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○尾﨑 幹委員 海洋教育の中で各学年に応じた海洋カリキュラムをやっておるとしても、拠点とかそういう研

究所とか、こういうのは見せておるわけですか。学習だけですか。 

○南川則之委員長 小林課長。 

○小林学校教育課長 拠点は鳥羽水族館と三重大学水産研究所、鳥羽市水産研究所、海の博物館の四つになって

いるんですけれども、鳥羽水族館の学芸員から出前授業というような形で、令和５年度は５回来てもらってい

ます。三重大学の水産研究所からは、１２回出前授業に来てもらっています。鳥羽市水産研究所からは６回出

前授業に来ておりますので、訪問に行くだけではなくて、逆に来てもらっていろいろと教えてもらっていると

いう現状があります。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 次のページになっていくんやけれども、活力ある学校づくりの中に、やっぱり答志小学校みた

いなヒラメの稚魚の放流とかそういう体験が、加茂小学校、海のないような地域に住んでおる子供たちに体験

させてやることが一番大事かな、体で覚えることも必要やと思いますので、今後そういう、もちろん水族館へ

行ってこういう魚というのはよく分かるけれども、やっぱり稚魚がこんなんで、こういうのがこんなんになり

ますという、自分らで放流させたり、また、海藻を触ったりできるような体験をさせたってもらうと、海洋教

育という自体がもっと向上していくんじゃないかなと思っていますので、またできたらそういう体験型もさせ

たってください。お願いします。 

○南川則之委員長 ほかにございませんか。 

（「委員長、１点だけ」の声あり） 

○南川則之委員長 木下委員、言ってください。 

○木下順一委員 １点だけ、１８１ページの中段の学校図書館整備事業、このリード部分の最後に「読解力や文

章力の向上に努めました」ということが書いてありますけれども…… 

○南川則之委員長 ２８１ページね。どうぞ。 

○木下順一委員 学力テストとか、全国の。そんなんで効果が表れてきたとか、そういうようなことがあればお

願いしたいと思います。 

○南川則之委員長 小林課長。 

○小林学校教育課長 全国学力・学習状況調査の結果に関しましては、令和５年度はホームページに上がってお

りますので、そちらを見ていただきたいんですけれども、鳥羽市は三重県平均や全国平均と比べると少し下が

っているような状況がありますので、努力はしているんですけれども、テストとの関連はなかなか表れてこな

いというか、まだまだ課題が多いかなというふうに感じております。 

○南川則之委員長 木下委員。 

○木下順一委員 昨今、本離れがしているとかいうような中にあって、やっぱり小・中学校ではこういう司書の

先生がついていただいて、こういう教育されておるんで、読解力とかそれがまた効果として表れてくるように

ぜひお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○南川則之委員長 要望でよろしいですか。 
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○木下順一委員 はい。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 ないようですので、続いて、２８３ページ、小学校管理業務から２９１ページ、学校給食運

営事業の範囲でご質疑はございませんか。最後までのところです。２８３からです。 

  世古雅人委員。 

○世古雅人委員 いいですかね。 

○南川則之委員長 どうぞ。ページ数言ってください。 

○世古雅人委員 ２８４ページ、小学校ＩＣＴ教育推進事業、これ中学校も同じなんですけれども、ここでＩＣ

Ｔ教育、すごく重要やと思います。大変取り組んでいただいていますけれども、これで私ちょっと聞きたいの

は、先生によって教え方とかいろいろ差が出ることかなというのもあるんですけれども、得意分野とか、得意

じゃない人とか、そういう方もみえる中で、ＩＣＴ教育の研修等などは行っているのかどうかなというのをち

ょっとお聞きしたいんですけれども。 

○南川則之委員長 小林課長。 

○小林学校教育課長 先生方によって使う頻度というのは多少ばらつきがあって、若い教職員と年配の教職員と

比べると、やはり年配の教職員のほうが使用頻度は低いというのは事実かと思います。そんな中で、学校現場

の中でＯＪＴという形でスキルアップを目指して、若い教職員が年配の教職員にいろいろとサポートするとい

うような場面も見られます。市としましては、志摩市の研修会であるとか、伊勢市の研修会の参加も積極的に

呼びかけて案内しておるところです。 

  鳥羽市として、さらに情報教育推進委員会、令和５年度３回実施しておりますけれども、各校の代表の方が

そこで学んだことを自校に戻って、それぞれの教職員に周知していただくという形を取っております。ここに

教育支援システムと書いてあるんですが、これロイロノートという授業の支援システムです。これをほとんど

の教職員が使っているというような状況で、こちらの使い方の研修会なんかも市で開いたりもしております。 

  以上です。 

○南川則之委員長 世古雅人委員。 

○世古雅人委員 積極的にこういう研修とかスキルアップのことをやっていただきたいなというのは思いますの

で、やはりどんどんそういう教職員のレベルアップをこれから進めてもらいたいという。これも要望的になり

ますけれども、これが必要なのかなと思いますので、その辺また教育委員会のほうでその方策とかそういった

のも考えてもらいながら、取り組んでいただきたいと思います。 

  以上です。 

（「委員長、関連お願いします」の声あり） 

○南川則之委員長 関連で。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 同じくＩＣＴのところでお聞きをいたします。 

  小学校教育振興事業においても、業務委託でサポート業務とフィルタリング二つ、中学校も同じように入っ
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ていると思うんですけれども、ＧＩＧＡスクール構想があっての今、ずっと議会も議員それぞれも指摘させて

いただいていると思うんですけれども、やっぱりものを入れるということは、ずっと維持していく、業務を続

けていく必要が出てくるというので、結構こういうところって負担感大きいよねというところはずっとご指摘

もさせていだたいて、何らかのできることなら国のお手当がないのかなというような話もさせてもらっている

かなと思うんですけれども。 

  ちょっと現場というか、我が子がおる加減なんですけれども、たった数年しかまだたっていないという意識

で僕もおったんですけれども、若干ちょっとｉＰａｄの機械自体が、ああいう機械物というのは経年劣化が激

しいのかな。ちょっと劣化が厳しいなと思うような個体もちらほら見られてきているように思うんです。そう

いったものは更新していくということが順次出てくるのかなと思うんですけれども、その一つずつを更新して

いくのか、もうごそっと変えてしまうとかという、そういう計画的なものというのは何かお考えがあるんです

かね。 

○南川則之委員長 中村課長補佐。 

○中村課長補佐 学校教育課、中村です。よろしくお願いします。 

  タブレットのほうなんですけれども、やはり劣化に伴うというところで、サポートも終了しますので、来年

度の予算で計上する予定ではあります。 

○南川則之委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 もっと長くもつほうがいいのになというところが私の正直な感想なんですけれども、子供たち

が使う加減で、使い方も大人が使うよりは少しちょっと乱暴というところもあっての部分もあるのかなとも思

うんですけれども、令和７年度の予算から順次やっていかれるというようなことでしたよね。 

  子供の数は減っていきますけれども、６年生で出られた機体がまた今度初期化されて、１年生に回るような

感じで回されていると思うんで、その子によっては、一番出ているのは充電ができてできやんとか、何か拾い

にくいとか、何かちょっと個体のバランス感がなくて、この子はできてこの子はできへんみたいなところも実

は聞こえてきていますもので、できるだけちょっとちゃんと見ていただいて、うまく回るように、代替機もあ

ると思うんで、上手にフォローができるような体制を取っていただければなと思います。最後は要望で。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○瀬﨑伸一委員 はい。 

○南川則之委員長 中村課長補佐。 

○中村課長補佐 ７年度の予算で計上させていただくと言わせていただいたんですけれども、機器自体は８年度

から使えるようにさせていただくのと、あとこの委託にも入っているんですけれども、故障対応等もしていま

すので、先生のほうに伝えていただいて、児童・生徒が不備がないようにしていきたいと思っています。 

（「ちょっと補足いたします」の声あり） 

○南川則之委員長 教育長。 

○小竹教育長 よろしいですか。 

  次年度以降の予算ですので、この場で申し述べるべきかどうかちょっと迷うところですけれども、ＩＣＴの

更新につきましては、国のほうで制度設計をしておりまして、先ほど言いました７年度から８年度で全部更新
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いたします。国の予算が３分の２だったかな。３分の２国費で賄われると。ほんで、今年は県全体で、県教委

のほうでｉＰａｄもあればウインドウズもあって、いろいろ何種類かあるんですけれども、それぞれ部会を県

教委のほうで持ちまして、どういうふうな中身を入れるかとかということも含めて、今、検討しているところ

でございますので、国のほうでそういう施策があると。中に入れるものについても、一定の予算配当があると

いうふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

  ７年度以降あるということで、また確認をお願いします。 

  ほかに。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。何ページですか。 

○尾﨑 幹委員 ２８８、活力ある学校づくり。 

  東中学校は自主的、文化、人権、答志中学はワカメ、出会い、文化、神島は和楽器、学校間交流、地域交流、

花いっぱい、加茂中だけ安全教育、文化、キャリア教育ってどんな教育をさせておるんですか。推進と書いて

あるんやけれども。僕も受けやないかんかなと思っていますもので。キャリア教育ってすごいよなと思って。 

○南川則之委員長 小林課長。 

○小林学校教育課長 ここに書いてあるキャリア教育は、職業体験学習のことだと思っています。職業体験に行

って…… 

○尾﨑 幹委員 分かった。ありがとうございます。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○尾﨑 幹委員 中身をちょっとすごいものつくっておるんかなと思って。ありがとうございます。 

○南川則之委員長 ほかに。よろしいですかね。 

（発言する者なし） 

○南川則之委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため休憩いたします。５分間休憩いたします。 

（午後 ２時１４分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ２時２０分 再開） 

○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、生涯学習課の決算成果について、担当課の説明を求めます。 

  生涯学習課長。 

○奥村生涯学習課長 生涯学習課、奥村です。よろしくお願いいたします。 

  令和５年度生涯学習課の決算を説明させていただきます。 

  それでは、決算成果説明書２９２ページをお願いします。 

  まず、生涯学習課総括です。 

  総括につきましては、特に報告すべき事項のみご説明し、あとは個々、中事業の中でご説明をさせていただ

きます。 
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  上から３段落目でございます。青少年の健全育成のところで、コロナで中止となっておりました各種祭りが

開催されましたので、夜間パトロール等を再開しております。 

  また、次の段落の「文化財事業では」の部分の後半部分です。「また、」以降のところですが、郷土学習本

の「とばっこ探偵団」の英語版を作成し、教育委員会が目指す英語教育の推進を図っております。 

  以下、省略をさせていただきますが、昨年度もこの委員会の中で触れさせていただきました総括に書いてい

ないことでございますが、私どもの生涯学習課の成果というところで、第６次総合計画の市民意識調査、こち

らにつきまして少し説明させていただきます。 

  各施策満足度を聞き取っている中で、私どもの担当しております生涯学習やスポーツを進めるという施策の

満足度、それから歴史文化等を含む鳥羽ならではの教育を進める、この二つの施策が私ども関連しております

が、この二つの満足度とも２年連続で向上しております。また、その成果の一つとなります地域への愛着度と

いいますのも、２０歳未満、２０歳代の若い世代で上昇しております。 

  なかなか経済波及効果のようなものをお示しできない施策分野ですので、この経年変化についてご紹介をさ

せていただきました。 

  続きまして、同ページ真ん中より下にあります新たに実施した事業です。 

  これは昨年度も書かせていただいたんですが、引き続き比較的新しいということで書かせていただきました。 

  中学校の休日部活動の地域移行につきましては、鳥羽でどのように移行を進めていくかを記しました計画を

策定し、次年度以降の方向性を定めました。こちら決算から少し外れますが、今年度この計画に沿いまして、

地域でスポーツの指導を担う方と学校顧問等が競技別に一堂に介しまして、今後の指導の可能性等について意

見交換をし合う合同ミーティングというものにつなげております。そして、そういうことを開催したというこ

とを教育委員会だよりですとか各校の学校だよりにて、情報を保護者や児童・生徒にお届けをしているところ

でございます。 

  続きまして、予算執行を伴わない事業です。 

  ２段落目になりますが、市内の祭礼行事の動画が少ないため、動画の撮影と、また既存の映像のアーカイブ

化というものに取り組んでおります。 

  それでは、各事業の説明をいたします。 

  次の２９３ページ上段をお願いします。 

  款２総務費、項１総務管理費、目５財産管理費は、予算現額、決算額とも１００万円で、事業は一つとなり

ます。 

  ２９３ページの積立金（基金）は、昨年度は図書備品の充実のためにということで寄附金を頂きました。そ

ちらをふるさと創生基金へ積み立てました。 

  続きまして、その下、社会教育分野ですが、款９教育費、項５社会教育費、目１社会教育総務費は、予算現

額４,４５６万３,０００円、決算額４,２９７万１,０００円です。 

  ２９４ページをお願いいたします。 

  二つ目の生涯学習推進事業です。予算現額５１万６,０００円、決算額２３万９,０００円です。 

  １０月に行われました九鬼水軍楽市で、芸術に親しむ機会を創出させていただきました。 
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  その下、人材育成講座「地球塾」事業は、予算現額１４７万６,０００円、決算額１４２万３,０００円です。 

  鳥羽のことを小学生に知ってもらうとばっこ検定実施に向けた取組ですが、３段落目になります。検定に向

けた出前講座を３校で実施する中で、昨年度も同様の取組があったかと思いますが、鳥羽小学校の児童が観光

客を案内する取組を行う際の学習機会というふうなことにもなりまして、有意義な事業となったと考えており

ます。冒頭申し上げましたように、テキストとなる「とばっこ探偵団」の英語版を作成いたしました。 

  主な財源は次のページですが、デジタル田園都市国家構想交付金でございます。 

  続きまして、２９６ページ上段、社会教育関係団体育成事業は、予算現額２０３万５,０００円、決算額

２０３万４,０００円です。 

  昨年度、決算額が９１万５,０００円となっておりますが、比較しまして決算額が大きくなっております。

これはそちらにあります補助金の真ん中、市文化協会への助成により、４年ぶりに市民文化祭を開催したこと

によります。初めて市民体育館のメイン、サブで開催をいたしましたが、出展者からも来場者からも大変好評

を得ました。 

  続きまして、２９７ページ中段をお願いします。 

  目２公民館費です。予算現額２,９３７万８,０００円、決算額は２,８３５万６,０００円です。 

  その下、公民館維持管理事業は、予算現額２,８８７万４,０００円、決算額２,７８９万２,０００円です。 

  中央公民館及び分館の光熱水費の支出や修繕を行いました。修繕につきましては、ご要望をいただいた中か

ら緊急性の高いものを優先的に実施させていただきまして、池上分館雨樋修繕工事ほか１２件を行っておりま

す。また、河内分館の合併浄化槽の新設、トイレ玄関バリアフリー工事を行いました。 

  主な財源は、公民館施設整備事業債です。 

  続きまして、２９８ページ中段をお願いします。 

  目３図書館費です。予算現額は３,９０６万５,０００円、決算額は３,８２４万１,０００円です。 

  その下、図書館運営事業は、予算現額３,８８９万２,０００円、決算額は３,８０６万９,０００円です。 

  ３段落目になります。図書館情報システムを更新させていただきましたが、その経費は毎月の使用料等とし

て平準化され支払ってまいりますので、決算額につきましては大きな増加は生じておりません。 

  ２９９ページをお願いします。 

  同じく図書館運営事業ですけれども、上から二つ目の表になります図書館利用状況、令和３年度から５年度

まで、それから入館者数、その次の表になりますけれども、貸出状況、その辺の推移を見ていただきますと、

コロナは明けましたけれども、それにかかわらず増えていないという形になっております。昨年度も少し言及

いたしましたが、一般論としまして人口が減っていること、それからインターネット等の普及による情報収集

源の多様化、スマホでの電子書籍の普及といった要因が考えられると思います。 

  この点、昨年度、市でも電子書籍の導入の検討をとご指摘をいただいておりますが、私、参加させていただ

いた県内の図書館の会議で、県立図書館のほうが電子図書館の検討を始めているというような情報もありまし

て、各市独自でやっているところもあるんですが、鳥羽市としてはここにうまく連携していくことで、電子化

への取組を進めていくべきかと考えているところです。 

  続きまして、３００ページ中段をお願いします。 
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  目４コミュニティ事業費です。予算現額は４８４万３,０００円、決算額４１１万７,０００円です。 

  事業の説明は省略いたします。 

  続いて、その下段をお願いします。 

  目５文化財保護費です。予算現額は２,０８４万１,０００円、決算額は２,００８万８,０００円です。 

  ３０１ページ上段の文化財保存推進事業につきましては、予算現額１,５４３万円、決算額は１,４９２万円

です。 

  ２段落目になります。旧鳥羽小学校校舎につきましては、建物東側の外壁改修と中央部屋上の防水工事を実

施いたしました。 

  以降は、記載をさせていただきましたとおり様々なことをしておりますが、ピックアップしますと、伊良子

清白の家の板塀解体工事等を実施しております。 

  そのほか、冒頭申し上げました祭礼行事の撮影と過去に作成しました記録映像のアーカイブ化を進めており

ます。 

  続きまして、３０２ページ中段をお願いします。 

  目６博物館費です。予算現額１,２６２万９,０００円、決算額は１,２６１万３,０００円です。 

  事業は、博物館運営事業一つです。 

  入館者数の表をご覧いただきたいと思います。 

  入館者数は、昨年度に比較しまして２,６３５人の減、うち修学旅行生の減少数が２,７７８人でしたので、

コロナで少し特需があった修学旅行の受入れが努力はしたものの減少して、コロナ前の状況に戻って、個人旅

行者が微増となって少し挽回した形となっております。かなり減ったように見える数字なのですが、ここに出

てこないもっと細かいところを申し上げますと、昨年度、麻生の浦大橋の通行止めがございました。その期間

は本当に閑散としてしまいましたのを、それ以外の期間の個人旅行者で挽回しているというふうに分析をして

おります。また、大きな数字ではございませんが、海外からのお客様も増加傾向にあると聞いております。 

  こういうことで、ちょっと５年度単年度で見ると、麻生の浦大橋のところが特殊事情としてありまして、成

果の判断をし難い年度だったなと感じておりますが、引き続きたくさんの方にお越しいただけるよう取り組ん

でいきたいと考えています。 

  同じく表右側にあります海女ガイド事業につきましては、引き続き重要な取組であると思っております。 

  続きまして、スポーツ分野に入らせていただきます。 

  ３０３ページ、お願いします。 

  項６保健体育費、目１保健体育総務費は、予算現額１,７３６万１,０００円、決算額１,６８６万

９,０００円です。 

  事業の説明は、人件費ですので割愛します。 

  続きまして、このページの下段をお願いします。 

  目２保健体育振興費です。予算現額は１,５９７万１,０００円、決算額は１,３７７万円です。 

  ３０４ページをお願いいたします。 

  生涯スポーツ振興事業は、予算現額７１７万４,０００円、決算額は５９１万円です。 
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  ２段落目にございますコオーディネーショントレーニング、３段落目にございます山田優杯フェンシング大

会、そのほか各種団体補助事業等、昨年と大きな内容の変更はございません。各種事業を通じて、スポーツの

推進を図っているところでございます。 

  続きまして、３０６ページ中段、地域移行支援事業でございます。 

  予算現額３７万３,０００円、決算額は３３万５,０００円です。 

  部活動地域移行に係る取組となりますが、部活動検討委員会を１１月までに５回開催いたしまして、皆様ご

協力の下、計画策定を行うことができました。 

  昨年度決算としてはここまでなのですが、その後、今年度に入りまして、そのとき検討の委員に入っていた

だいていたスポ少や体育協会の皆様はじめ、その両団体の総会等でも計画のことを説明させていただきまして、

皆様、十分方向性が伝わって、冒頭申し上げました今年度実施しております合同ミーティング等におきまして、

休日の指導を何とか引き受けていこうという姿勢を多くの団体で見せていただいているというところです。ま

だ道半ばですので、もう少しいろいろと決まってきましたら、またご報告をさせていただきたいと思っており

ます。 

  続いて、３０７ページ上段、地域活性化起業人推進事業は、予算現額、決算額とも２８６万円でございます。 

  令和２年１０月から３年間、ＤＭＭ.ｃｏｍの社員を受け入れてきましたが、令和５年度は４月から９月ま

での半年間の受入れでしたので、決算額が前年度の半額程度となっております。 

  そこに教育委員会におけます課題解決、こういうところに力を発揮していただいたということを３点記載し

ておりますが、今年度事業化をしておりますオクトーバーラン＆ウォークの開催、部活動地域移行にも絡みま

すが、②番の来年度から学校開放が煩雑化してまいりますので、その施設予約システムの運用、それから小・

中学校ホームページの運用等、研究成果を頂戴しておりまして、生かしていきたいというふうに考えておりま

す。 

  続きまして、同ページ中段をお願いします。 

  目３保健体育施設費です。予算現額は４,１５１万２,０００円、決算額は４,０９１万６,０００円です。 

  事業は一つで、運動施設管理運営事業は三幸株式会社を指定管理者としまして、表にございますように各種

事業の参加者が増加をしているところでございます。 

  そのほか、３０８ページのほうに記載がありますように、備品購入、スポーツ関係、ホール関係の備品の購

入を進めさせていただきました。 

  生涯学習課の説明は以上でございます。よろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

○南川則之委員長 説明は終わりました。 

  ２９２ページの総括から３０３ページ上段、博物館運営事業の範囲でご質疑はございませんか。３０３ペー

ジの上段までです。 

  尾﨑委員。ページ数言ってください。 

○尾﨑 幹委員 ３０２ページ、博物館運営事業。 

  説明にも出ておったと思うんですけれども、やっぱり入館者減になった要因というのは、詳しく何か分かっ

ているものがあれば。 
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  それはなぜかというと、鳥羽の旅行、令和５年はかなり増えておるんです。その中でもやっぱり利用が減っ

たという理由が何かあれば、しっかりとしたものが。ないならば、やっぱり今後課題はいっぱいあるというこ

とになってきますので、お願いします。 

○南川則之委員長 永野課長補佐。 

○永野課長補佐 生涯学習課の永野です。よろしくお願いします。 

  先ほど尾﨑委員さん言っていただいた件なんですけれども、課長のほうからもありましたが、６月の麻生の

浦大橋の来館状況というのが、前年とも比較していきますと、大体大人の入館者が月１,０００人単位ぐらい

で例年あるんですけれども、そのときは７００人程度にちょっと落ち込んだというのがありまして、近隣の飲

食店さんなども６月は休業しているような状態で、ちょっと閑散としたというのがあります。 

  それと、あと６月は教育旅行も割と来ていただいていたんですけれども、令和４年度は１２校で７６０名程

度入っておりましたが、５年度では４校の２５０名の受入れにとどまっておりまして、ちょっとそのあたりが

原因ではないかとこちらのほう分析しております。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。 

  ただ、やっぱりそのあたりの旅行者、旅館さん、キャンセルがあるとか、そういうのはなかったと聞いてい

ますので。ただ、お客さんはやっぱり動いておる中で、麻生の浦大橋のやっぱり通行止めというのがもう本当

にかなりウエートを占めたということになってきますよね。ほいで、その対策として何かこの部分でされたと

いう流れはないんですか。通行止めになるもので、迂回の徹底した地図を各旅館に置くとか。 

○南川則之委員長 永野課長補佐。 

○永野課長補佐 指定管理者さんのほうでずっと、分かっていたことなので随分前からホームページで周知もし

ていただいて、迂回には１０分程度…… 

○尾﨑 幹委員 僕も見た。 

○永野課長補佐 ありますということもずっと周知していただきました。問合せも何件かあったことは聞いてお

りますが、やはり教育旅行とかですと時間が決まっているものですので、どうしてもちょっとその１０分の差

というのがなかなか難しいなというようなところで、教育旅行のほうもちょっとキャンセルが入ったりという

ことは聞いております。 

○南川則之委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 こうなってくると、やっぱり幹線道路の必要性というのがすごく浮き彫りに出てきて、迂回を

つくったから大丈夫という話ではないと。観光客のお客さんがやっぱり来ていただいて何ぼの商売かなと思っ

ていますので、これは残念なことになったということで。分かりました。ありがとうございます。 

○南川則之委員長 博物館運営事業の関連以外でも結構ですので、よろしく。 

  尾﨑委員、少し……。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません。１点教えていただきたいのは、２９４ページの人材育成講座。地球塾の事業です。 

  これ一番最後に「英語教育の推進の一助として、郷土学習本『とばっこ探偵団』の英語版を作成しました」
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とあります。これは何冊作って、その後何か活用されたのか、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○南川則之委員長 豊田係長。 

○豊田係長 生涯学習課の豊田です。よろしくお願いいたします。 

  「とばっこ探偵団」の英語版につきましては、２,５００部作成をしておりまして、今年の４月に市内の中

学生全員、あと教員の先生方にも配布をしております。市内の中学校に配布をいたしまして、本格的な運用は

ちょっとこれからということにはなるんですけれども、例えばサンタバーバラですとか、そういった海外との

交流をもしする場合に、鳥羽のことが紹介できるような形で活用していってもらえればなというふうな意図で

作成をしております。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これあっさりと書いてありますけれども、非常にすごいいい取組をされたなと僕は思っている

んです。２,５００部で中学生全員に配っていただいて、今後それを基にいろんな活用をされるんじゃないか

なと思って、すごく期待しているところなんです。 

  これは郷土学習の中でただの英語教材じゃなくて、自分たちの地域のことをきちんと書いてあることを英語

で記載していただいてあるということは、非常に英語教育の推進の中でもとりわけこれすごく、外国の方とい

うのはオンラインでいろいろやられていると、自分の住んでいる地域のことを話しされたりとか、こちらのと

ころは、鳥羽はどんなところやということをよく聞かれるんですね。自分たちのことをきちんと英語で答える

ということは非常に大事だと思いますので、自分たちはどういうところに住んでいて、どういう文化があって

ということをきちんと載っているようなものができているんであれば、今後活用していただきたいなと思いま

すんで、引き続きしっかりと取り組んでいただきたいと思います。すごくよかったと思います。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○濱口正久委員 はい。 

○南川則之委員長 人材育成講座事業の関連でもいいし、ほか３０３ページの上段まででよろしくお願いします。 

  よろしいですか。 

  戸上委員、よろしいですか。 

（「僕、ありません」の声あり） 

○南川則之委員長 それでは、ないようですので、続いて、３０３ページの中段、保健体育総務業務から

３０７ページ、運動施設管理運営事業の最後のところまででご質疑はございませんか。３０３から３０７です。 

  よろしいですか。いいですか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 ご質疑もないようですので、これで本日の審査を終了します。 

  引き続き本日の振り返りを行いますので、執行部の皆さんは退席をお願いいたします。５分間休憩いたしま

す。 

（午後 ２時４５分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ２時５３分 再開） 
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○南川則之委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  それでは、本日審査した範囲の振り返りを行います。 

  委員の皆様で取り上げたい事業等はございませんか。 

  まず、観光商工課についていかがでしょうか。２１２ページからです。 

  瀬﨑委員。ページ数言ってください。 

○瀬﨑伸一委員 ２３０ページ、大学ゼミ合宿支援事業及び地域課題解決調査研究事業についてのところ、私、

質問もさせていただいたところなんですけれども、課長もそのときに言っていらっしゃったと思うんです。た

だ、ゼミの合宿に来てくださいという話ではなくて、そこをきっかけに鳥羽市にとって大事なところのつなが

りに持っていきたいというような狙いのある事業だと思うんです。 

  令和６年も続けていただいているかなとは思うんですけれども、ぜひここは伸ばしていってもいいところな

んじゃないのかなという思いもあって、議長、副議長は地元のほうでいろいろ大学生等々も受け入れてもいら

っしゃると思うんですけれども、その辺のお話も聞きながら、ぜひ取り上げていっていただければなと思うん

ですけれども。 

○南川則之委員長 議長のほうから、何かこの件について。 

  議長、どうぞ。 

○河村 孝議長 ありがとうございます。 

  実際に６年度も受け入れている部分もあるんですけれども、令和５年の事業では写真の専門学校ですかね、

学生のところがまちに入ってくれて、いろいろまちの写真を撮ってくれたり。 

  瀬﨑委員からの質問で、そういったところでの調査、報告とか成果物をまた議会とも共有したりとか、まち

づくりに生かしてほしいというところがあったんで、実はそこはやっているんですけれども、まだやっている

途中であまり大きな成果が出てきていないんで、多分、担当課も遠慮したんだとは思うんですけれども、そう

いったところで、撮った写真を情報共有させてくださいとかという申入れは既にやっているところだと思いま

す。 

  また、それ以外のところでいうと、その写真学校の先生が生徒たちを連れてきて、まちのところで今度は鳥

羽がえらい気に入ってくれて、その息子さんが今年度、神島の協力隊のインターンで神島へ参加してくれたり、

そういうふうに観光課だけではなくて、健康福祉課の協力隊の事業にも波及しながら、ほんで担当課同士が連

携を取りながら、まちづくりに携わるところの入り口がこの事業だと思うんで、瀬﨑委員が指摘しておるよう

にすごくいい事業だと思うんで、この辺はどんどん７年度に向けて拡充していってほしいなというふうに思い

ます。 

  副議長からもあると思うんですけれども。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  ここの事業は、私の中でも実際現場でやっていて、非常に大きな可能性を秘めているところかなと思ってい

るんです。毎年のように大学生のゼミとかがやってくる中で、期間もどんどん長くなって１週間ぐらい、
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１０人ぐらい、今年度からは空き家を自分たちで借り上げて、そこへ行ってさらにいろんな地域課題のところ

をやったりとか、研究して、夏のお盆にはほかの大学まで今度は呼びかけて、お盆の行事の手伝いが足りない

というときに向けて、呼びかけてくれたりとかしてもらっています。 

  今後こういうのがどんどんやってくる地域でもあると思うんです、鳥羽のほうでは。当然、受入れのほうも

大事かと思うんですけれども、こういう事業を次の展開にしっかりとつなげてあげることが、鳥羽にとっては

プラスかなと思っています。 

  大学の中ではもう来る前に事前学習をやってきて、いろんな課題の中で、離島の医療ＭａａＳであったりと

か、買物支援であったりとか、地域公共交通であったりとか、いろんな課題がたくさん宝物のように埋まって

いるというふうなことを、もう優秀な大学生から見たら、何とかそれを調査したいというところから来てもら

ったりとか、旅館に泊まってかなりお金を使ってでも来たいという人たちもどんどん増えていますので、そう

いうところにこういう手当をしていって、次につなげるように拡大していけば、もっともっと次につなげられ

るんじゃないかなと思うんです。１年に１回ではなくて、もう何回も訪れるようになってきていますので、経

済的にも大きな効果が期待できると思います。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  山本欽久副委員長、神島の例も含めてどうですかね。 

○山本欽久委員 ありがとうございます。 

  我々もまだ今年度始めたばかりなんですけれども、確実に交流人口というか関係人口といいますか、そうい

う方々は増えてはおります。その人がまた人を呼んできてというような格好になっています。 

  また、地元の人たちの考え方が変わってくるというのが、一番僕にとってはいい結果かなというふうに思っ

ていまして、もうこのまま人口も少なくなっていって、神島もなくなっていくんかなというところをいやいや

まだまだいけるん違うかとか、そういう期待を持ってくれている方々が大分多く、僅か本当に１週間、２週間

滞在の間ですけれども、そういう方々も多くなってきていますので、今後は我々ももうちょっと取り組んでい

く方向でいきたいというふうに思っています。ありがとうございます。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  答弁あったように、令和４年から６年まで３か年ということで、狙いはつながりをつくるということであっ

たんですけれども、さらに７年度以降も継続して進めてほしいということで、要望していくということですね。

ありがとうございます。 

  ほかに。 

  坂倉委員、どうぞ。 

○坂倉広子委員 ２２８ページのインバウンド事業もずっと尾﨑議員も皆さん言われていたと思うんですけれど

も、ＴＯＢＡミライトークをやったときもお話もあったりなんかして、本当に上手に鳥羽港クルーズ船誘致の

ほうにも負担金を出してやってもらっておるということで、来年は何かもっと外国船が入港するというお話だ

ったと思うので、そういうところをしっかり連携して、鳥羽でいっぱいお金を落としてもらって、飲食なり魅

力のあるものをしてもらうという形をつくっていくことに、入り口としてはとても大事な事業ではないかと思

いますので、これはぜひ上げてもらいたいなと思います。 
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○南川則之委員長 継続した事業ということですかね。 

○坂倉広子委員 はい。 

（「委員長、１点いいですか」の声あり） 

○南川則之委員長 議長、どうぞ。 

○河村 孝議長 ありがとうございます。 

  インバウンドの誘客を増やすというところを目指すところで、尾﨑委員が途中で触れていた高山の例なんか

もそうなんですけれども、４０年かけて、しかも外国のほうへ職員も派遣をして、積極的に力を入れておると

いうところを尾﨑委員が例に挙げていましたけれども、実は令和５年度の決算なんで担当課は言わなかったん

ですけれども、私のところには、外国のほうから職員を派遣してほしいというところの依頼は、担当課のとこ

ろまでは来ているそうなんです。 

  ただ、令和５年度決算なんで、その辺がまだ言えなかったというところで、議会としたら、もしそういった

予算が７年度に上げてくるということであれば、ぜひ応援してあげる方向で、引き続き見守っていくというと

ころの姿勢が必要ではないのかなと思いますけれども。 

○南川則之委員長 分かりました。 

  継続してそういうことを確認しながら、みんなで応援したいということですね。ありがとうございます。 

 ほかに。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 観光のほうの商業のほうで。 

○南川則之委員長 何ページですか。 

○尾﨑 幹委員 ２４０ページ、地域のしごと魅力発信事業、相談が３００超えておって求人が６７、あっても

１０人しか就職できないという現状。これもうちょっと何が原因なんかというところら辺を聞いたんやけれど

も、明確には出てこない。やっぱり給料体系もあると思うし、ほんで３次産業、やっぱりサービス業が主なの

が、偏るとどうにか改善していくような作業も必要じゃないかと思っています。これはもう特に継続事業でど

んどんやっていってもらう流れの中でも、もうちょっと濃いものにしていかないかんのじゃないかと思ってい

ますので。これをもっと努力してもらうようにお願いしたいと思います。 

○南川則之委員長 また７年度以降もさらに。 

○尾﨑 幹委員 もうやっていくと思いますので。 

○南川則之委員長 けれどもね。体制づくりという。 

○尾﨑 幹委員 だけれども、この数では、２０％だけなわけやで。人手不足の鳥羽の深刻さが浮き彫りになっ

ておるのはたしかですから。 

○南川則之委員長 そうですね。 

○尾﨑 幹委員 お願いします。 

○南川則之委員長 はい。令和５年度も相談体制を強化しましたという見出しがありますけれども、さらに７年

度以降も強化してほしいということですね。 

  坂倉委員、どうぞ。 
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○坂倉広子委員 すみません。ページ数、最初間違っていて、何かすみません。混乱したところがあったんです

けれども、この地域しごと魅力発信事業なんですけれども、すごくきめ細かい、何というんか、してくださっ

ているんです。 

  私も相談があって、伊勢のハローワークへ行くよりも身近に自転車で来られるというか、鳥羽ですもので。

相談に行かしてもらって、その方をこの窓口に相談に乗ってくださっておる方がもう本当にきめ細かく、なの

で、すぐは決まらないんですけれども、後々にこういうところがあるなと、もう一回帰ってみたらこういうの

があったということで、すごいよかったということで、すごくきめ細かくしてもらっておるもので、もう私は

ちょっとそこはすごいよう頑張ってもらっておるなと思っております。 

（何事か発言する者あり） 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 私も質問させていただいたところです。 

  これ４年から５年にかけて、週２日から３日に増やしていただいて拡充してきたと思うんです。それでどん

どん増えてきた中で、実は話も途中ありましたけれども、相談内容が多岐にわたるというのと、高齢者の人等

もあって、これをいかに就労の体制を２人体制でちゃんとやっていけるかという中で、実は事業所さんからも

高く評価されていて、それの理由の中に、何でもいいから送ってくるというわけではなくて、ちゃんと継続し

てこの人に合った仕事であるか、ずっと続けられるかということをきめ細やかに指導していただいて、今の年

齢であるとか、今のマッチングにどういうふうに継続してちゃんと働けるかというところがあって、かなり分

析しての結果が多分こういうふうに、求職が６７人やけれども１０人になっているというのは、難しいところ

をきちんとつながれるようにというところを今やっていると思うんです。 

  尾﨑議員が言われたように、もっともっと広げる必要もあると思うんですけれども、今の体制でいくとちょ

っと手薄になるかなというところがあると思うので、もうちょっとそこら辺のところをうまく強化していかん

と、なかなかきめ細やかなというところまでいかず、手薄になってしまうところもあるのかなというのがあっ

て、あと周知もしっかりされてきたと思うので、今後また引き続きしっかりと取り組んでいただきたいなと。

皆さん言われているとおりと思います。 

（何事か発言する者あり） 

○南川則之委員長 体制づくりをしっかりやってほしいということですんで。 

  ほかにございませんか。 

  山本哲也委員。 

○山本哲也委員 ページ数、僕、自分で質問したところ、２２４ページの新規事業、鳥羽うみ文化推進事業のと

ころなんですけれども、これ事業どうのこうのというよりかは、僕、課長の答弁にちょっとびっくりしまして、

できていないことをできていないとはっきり認めてくれたというのは珍しく、役所とすれば何となく無謬性と

いうか、間違いを認めたがらないところが、あっさりとにぎわいの創出には至っていませんということをはっ

きり言えたというのは、しっかり検証できているんじゃないかなというところで、ついつい私も返す言葉が優

しくなってしまいまして、頑張ってくださいという声はかけさせてもらったんですけれども。 

  その辺しっかりできていないことは、てこ入れなり何なりというのをしっかりしながら進めていっていただ
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きたいなというふうに思いました。できていないことをできていないと言えるというのはいいことやと思いま

すんで。 

  以上です。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

  ただ、山本哲也委員のほうから、地域の巻き込みとかどう活用していくかということは、今後しっかりやっ

ていかないかんということも言うてもらったと思うんですけれどもね。そこはやっていないけれども、７年度

に向けてやっぱりそういう巻き込んだ活用もしてほしいというのはいいことやと思いますので、そういうとこ

ろは入れていきたいなと思います。ありがとうございます。 

  ほかに。 

  世古雅人委員。 

○世古雅人委員 意見言わせてもらったところで１点だけ。 

○南川則之委員長 どこですか。 

○世古雅人委員 これは予算を伴わない事業で、災害における宿泊施設の…… 

○南川則之委員長 総括のところですか。 

○世古雅人委員 はい。２１３ページです。 

  これちゃんと質問せないかんのですけれども、これ観光地として災害時の観光客を守るという、そういう大

切なところでしっかりやってくれたなというそれだけじゃなしに、訓練にもつなげてほしいと思うんです。 

  そこまで言わせてもうたんですけれども、ここで大切なことを１点だけちょっと言い忘れて、課長とは話し

たんですけれども、ここは他の地域とか団体、南鳥羽、訓練もやっているんですけれども、そういうところに

も広めてもらいたいなと。鳥羽の旅館協同組合だけではなく、まだこれを拡大して観光客を守るという、そう

いうところをお願いしたいなというのがありますので、その辺の他地域への推進も含めて、もっと拡大してほ

しいという要望を入れておいてもらいたいと思います。 

○南川則之委員長 世古雅人委員が言うた各課の連携…… 

○世古雅人委員 はい、そうです。連携して。 

○南川則之委員長 市としてはさらにそれを拡充して、他の地域との連携というか、そこまでいかないかんとい

うことですね。 

○世古雅人委員 はい。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 

（「ちょっとこれについて」の声あり） 

○南川則之委員長 尾﨑委員、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 鳥羽旅館組合をここへ出してきたのは、安楽島地域の避難場所が小涌園になっておったんです。

それがまだ変わっていないんです。ほやもんで、平成４年からぎゃあぎゃあ言うておったんやけれども、やっ

ぱりこれでやっと自分のところで自分のところのお客さんを守ることができるようになったというんが現状な

んさ。ほいで、訓練なんか特にしていかないかんけれども。そういうことです。 

○南川則之委員長 ありがとうございます。 
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  ほかに、観光商工課のところでどうでしょうか。よろしいですか。 

  戸上委員。ページ数言ってください。 

○戸上 健委員 今日の執行部の報告、答弁で僕が一番印象に残ったのは、観光課長が総括の部分で口頭で言っ

た、課内で地域循環経済波及問題について勉強会をしていると。本来であれば、こんな大事なことを文書に書

いてもらってしかるべきではなかったかと僕は思うんですよ。ほんで、口頭でというのはそれほど担当課とし

ては重視していないということやというふうに思うんですよ。ほいで、もうすばらしいことをやっておるんだ

から、それなりに議会に対しても文書で報告しておくということを僕は求めたかったなというふうに思うんで

す。 

  鳥羽市の法人市民税というのは１億５,０００万円しかないわけなんですよ。類似団体に比べても桁違いに

少ない。もう１０億円以下というところはないわけで、これが税収力の一つのネックになっておるんです。そ

れをどう上げるかというのは、地域経済循環以外にないんですわ。 

  せっかく鳥羽市に年間、去年で７１９億円の観光消費額がありながら６５％市外にそれ流れておるわけで、

前の経済波及効果の提言も食材以外は市外の業者から調達すると。清掃、布団・食器洗い、クリーニングは全

て志摩市の業者である。酒類については、伊勢市の業者からの仕入れが８割を占めると。その他ずっと指摘さ

れておるわけなんです。でも、これは７年前だから、７年間かけてそれをどういうふうに鳥羽市で市民が儲か

ると。ほいで、税収力もアップすると。それをぜひ探求してほしい。それは特に商工なんだけれども、商工の

仕事なんですわ。 

  ですから、勉強会を開いたということは僕は画期的なことやもんで、それをぜひ６年度の決算にも、また

７年度の予算にもこういう方向で鳥羽市の富を増やしていきますという方向をぜひ期待したいというふうに思

うんです。 

  以上です。 

○南川則之委員長 分かりました。 

  ほかにありますか。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

○戸上 健委員 ごめん。もう一つですけれども…… 

○南川則之委員長 よろしいですよ、言ってください。 

○戸上 健委員 これ課長にも言うたんやけれどもさ、観光は職員あれだけで、今日来たメンバーにプラスアル

ファなんですやろう。あれだけでこれだけの膨大な仕事をしておるもので、もうオーバーワークやないんかと

言うたぐらいで、もうちょっと僕は絞ってもええんやないかなというふうに思います。 

  観光協会に委嘱しておるというか、補助金の中で１５の項目ありましたやろう。その中の一つが真珠婚、こ

れもうせっかく取り組んでおってもさ、来たのは、いっときはもう非常にマスコミでももてはやされて流行っ

たけれども、令和５年度は７組しかないわけやろう。 

  それから、さっきのインバウンドでも出ておったけれども、シンガポールの海外セールスもやっておると。

ちょっと僕も気になっておるんやけれどもさ、令和５年度のこれだけ補助金を出して、シンガポールをターゲ
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ットにやってどれだけの今のところ効果があったかということについて、令和６年度、７年度にそれは波及し

てくるんかも分からんけれども、そのあたりもうちょっと精査してもいいんやないかなというふうに思ったし、

これは僕ら議会の仕事にもなるんで、そういう補助金の事業計画書、収支決算書、事業結果報告書、これをも

っと僕自身も全部情報公開で取って調べて、本当に大事な補助金が効果をあらしめておるのかということをや

っぱり議会としては監査しなければいかんなということを一つ思いました。 

  以上です。 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

  戸上委員が質問してくれた鳥羽市観光協会の実績、補助金のことも、担当課長は本当に詳細まで、資料を持

っておらんでも頭の中で整理して答弁いただいたと思うんです。なかなかあんなことはできへんと思います。

中身が分かっておらんと。ほんで、８４０万円出資したけれどもそれは効果があったということで、自分らが

これだけの人数でやっておる中できちっと外注したということで、それがそういう観光振興につながっておる

ということを切実と訴えたと思うんですわ。ああいうふうになっていかないかんと思いますね。 

○戸上 健委員 分かりました。了解です。 

（「収支報告書を一遍見たいよな」の声あり） 

○南川則之委員長 ただ、ほやけれども、きちっとしておると思いますわ。今そういったところの補助金につい

てはね。 

  ほかによろしいですか。 

（発言する者なし） 

○南川則之委員長 なければ、消防本部のところで、２６０ページになります。消防のほうで取り上げていきた

いところ。 

（発言する者なし） 

○南川則之委員長 よろしいですか。消防のほうはよろしいですね。 

  次に、教育委員会の総務課のところでどうですか。教育委員会、総務課ですね。総務課のところはなかった

ですかね、質問もあまり。２７１ページからになります。 

  瀬﨑委員、いろいろ質問されておったと思うけれどもよろしいですか。 

○瀬﨑伸一委員 不用額がちょっと大きいかなというところを、調整できへんのかなというところだけでしたの

で。 

○南川則之委員長 なるほど。 

  山本哲也委員は、幼稚園のところをご質問されていた。その辺いいですかね。取り上げるところ。 

○山本哲也委員 それは取り上げてもうたら嬉しいけれども。 

○南川則之委員長 はい、分かりました。 

  ほんだら、次の学校教育課、２７７ページ以降でどうでしょうか。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 すみません。自分で言うたところばかりですみません。ｉＰａｄを使っている…… 

○南川則之委員長 何ページですか。 
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○瀬﨑伸一委員 ２８３が小学校、その次の２８７が中学校になると思うんですけれども、いわゆるＩＣＴとい

うやつです。 

  サポート業務等々もいろいろお金もすごく毎年かかってくる中で、答弁で次年度以降の国の補助もありなが

らで更新をしていくんだということだったんですけれども、やっぱりそれもあるんやけれども、市でもずっと

お金がかかっているというのは、やっぱり何かないのかなというのがずっと思うことで、使い切れているとい

えば使い切れているし、使い切れていないといえば使い切れていないこのｉＰａｄを、という何か疑問も出て

きてしまうところかなというのがあって、何と委員長に申し上げればいいのかが分からんのですけれども。 

○南川則之委員長 修繕とか、悪いところは現の予算でやれるようなことを課長補佐が言っていたと思うし、教

育長が改修については令和７、８で国の補助金３分の２来る予定やもんで、それを活用して予算要求していき

たいという将来的な話もされておったもので、５年度の決算ですもんで、７年度に向けてそういったことをし

っかりやれよと。やってもらえる方向で、考えてくれるんかなと思うんですけれどもね。国から来ておるとい

うことはね。 

  世古雅人委員。 

○世古雅人委員 そこに関連して、ＩＣＴの教育の中のやっぱり教員によって格差とか、他市との格差がやっぱ

り生じると、確かにＩＣＴ教育というのはすごく今力入れておって重要やと思いますので、そういったことが

ないように、教員のレベルアップをしっかりとやってもらいたいというのはお願いしたいなというのは、私、

これ質問した中で。 

○南川則之委員長 はい、分かりました。 

  教員のレベルアップと、瀬﨑委員が言われたそういう小・中学生に対するＩＣＴ教育の使い方とか、そうい

うところも含めてというところですかね。 

○世古雅人委員 哲也委員も言ってくれたんですけれども、英語教育。現場はちょっともうちょっとなというよ

うなのがありましたけれども、教育長が言われていたように、やはりカリキュラムとかいろいろあるんですけ

れども、やっぱり英語教育に力を入れていこうという鳥羽市ならば、そこのところをしっかりと教育委員会の

中で精査した上で、力を入れられる部分は一層入れてもらいたいなというのを提言的には入れてもらえたらな

とは思います。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません。ここの外国語教育の推進事業のところですけれども、今、世古委員も言っていた

だいたのと、あとは山本哲也委員も言われていましたけれども、ＡＬＴが週に２回になるのはあと１人という

ところもありましたけれども。 

  これ今、全国で英語教育っていろいろ進んでいまして、今までのような英検を重視のところからコミュニケ

ーションのところで、特に埼玉とかと聞くと、子供らがもうばんばん英語をしゃべっているような学校という

のもたくさん出てきて、世界共通語でグローバル社会に向けた教育というのはすごく充実させてきているので。 

  今後、外国人がたくさん入ってくるであろうというところを教育長も話しされていましたけれども、そうい

うところも踏まえて、基本のところが共通語が近くなっているところの中に英語があって、英語を話せる外国

人が多いのはたしかです。いろんな外国人の中でも。そういうことも含めると、やっぱりコミュニケーション
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能力を高めるということもあるので、いま一度この在り方についてもしっかりと検証していただいて、今後、

しっかりとやっていくという方向で、どうあるべきかということをちょっとほかの事例も参考にやっていただ

きたいなと思います。そろそろその時期かなと思いますんで。 

○南川則之委員長 山本哲也委員が質疑していただいたように、３人より４人がベストやという話で答弁もいた

だいておるし、ただ、教育長が小学校はカリキュラムを持っておるもので、活用の仕方をしっかり考えていか

ないかんというところもあって、学校でちょっと検討してもらわないかん内容もありますのでね。外国語を進

めていくというのは大事なことやと思いますね。分かりました。 

  ほかにございますか。 

  坂倉委員。ページ数言ってください。 

○坂倉広子委員 濱口正久委員が言われていた地域移行の…… 

○南川則之委員長 どこですか。 

○坂倉広子委員 ページでいきますと、新たに実施した事業でも説明があって、そして地域移行のところで、こ

れ働き方改革、３０６ページですね。地域移行支援事業。 

（何事か発言する者あり） 

○坂倉広子委員 ああ、そうか。ごめんなさい。すみません。 

○南川則之委員長 どうですかね、学校教育課のところで。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 そしたら、生涯学習課の２９２。 

  坂倉委員、どうぞ。もう一度、何ページか言ってください。 

○坂倉広子委員 ３０６ページの地域移行支援事業。 

  これ今回、濱口副議長も一般質問されていたところだと思うんですけれども、地域移行というのは、これは

何かということは働き方改革、職員の。教員のところになってくるんで、計画を立てられたということなので、

これはもう本当にそういうところでは大変重要なところですので、きちんと見ていかないかんところやと思う

んです。それが子供たちにとってもスポーツが大好きになって、将来オリンピック選手に出していくという形

になるところだと思いますので、そこはちょっときちんと目線をしていかないかんなと。重要なところだと私

は思っておりますので、途切れることのないように監視していくといいうか、見ていかないかんところかなと

思っております。 

○南川則之委員長 これ坂倉委員、計画を５年度で立てて、今後は推進していきますというふうに書いてもらっ

ておるので、推進していくと思うんですわ、必ず。こういう書き方ですもんで。それをやってくれということ

ですわね。 

○坂倉広子委員 そうですね。報告もやはり欲しいと思うんですね。 

○南川則之委員長 ６年度ということですね。 

○坂倉広子委員 はい。 

○南川則之委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これ地域移行の支援事業の中で、今、計画を立ててやっていただいているんです。ただ、受皿
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となるところがやっぱり地域の中で少ない。けれども、これ先ほど広子さんが言っていただいたように、教員

の働き方の中から来ているので、後戻りはこれできないところで、進めるしか方法がないところやと思うんで

す。それをきちんと受けるためには、鳥羽としてはどうしたらええのかということを今しっかりと取り組んで

いただいておるんです。 

  地域の中で話を少しずつ協議していただきながらやっていただいておりますので、この事業に関しては、本

当に今進めていただいているのは、丁寧にきちんと話を進めていただければなと思います。 

○南川則之委員長 ですもんで、坂倉委員、このときに本当は質疑していただいて、推進しておるのかどうかと

いうのを確認してもらえるとちょっとよかったかなと。 

○坂倉広子委員 今後、気をつけます。 

○南川則之委員長 ここは誰も質問しやへんかったところですので。 

○坂倉広子委員 そうでしたっけ。 

（何事か発言する者あり） 

○南川則之委員長 ですので、取り上げるというよりも、質問されて…… 

（何事か発言する者あり） 

○南川則之委員長 一応、書いてあるので、推進しますということですもんで、また今後確認していったらいい

かなと思います。 

  ほかにどうですかね。 

（「なし」の声あり） 

○南川則之委員長 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○南川則之委員長 それでは、ほかにないようですので、以上をもって本日の振り返りを終わります。 

  この３日間の振り返りを次長のほうでまとめていただいて、明日少しまとめたやつで最終、明日の分も入れ

てまた振り返り等をしながら、提案等につなげていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

  それでは、本日の委員会を終了いたします。 

  明日９月１３日も午前９時から予算決算常任委員会を再開し、特別会計及び企業会計の決算審査を行います

ので、定刻までにご参集願います。 

  本日はこれをもちまして散会します。 

  ありがとうございました。 

（午後 ３時２９分 散会） 

─────────────── 
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委員長はこの会議録をつくりここに署名する。 

 

 令和６年９月１２日 

 

              予算決算常任委員長    南  川  則  之 


